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伝
書

『
俳
譜
秘
文
抄
』
考

復

本

一

郎

小
稿

は
・
芭
蕉

の
弟
子
・
越
中
井
波

の
瑞
泉
寺

±

代
住
職
繕

の
著
作
と
さ
れ

て
い
る
俳
璽

日
『
俳
譜
秘
文
抄
』
生

晶
士
文
庫
旧

蔵
歪

よ

っ
て
翻
刻

紹
介

し

つ
つ
、
検
討

を
加

え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
芭
蕉
俳
論
享
受
史

の

一
側
面

を
明
ら

か
に
せ
ん
と
す
る
も

の
で

あ

る

。
富
士
文
庫
旧
蔵

『俳
譜
秘
文
抄
』

は
、
墾

七

三

梅

撃

丁

五
糎

の
小
本

で
、

墨
付

四
+
六
丁
、
本
文
と
同
質

の
和
紙

を
表

紙

と
し
・
打

ち
付

け
書
き

で
左
端

に

「浪
俳

耕

文
抄

」
と
記

さ
れ
て

い
る
.
ま
ず
翻
刻
奎

を
提
示
す
る
フ、
と
よ
り
は
じ
め
る
が
、

翻
刻

に
当

っ
て
は
・

表

記

を
現

行

の
字
体

に
改

め
、

筆

者

に
よ

っ
て
句

読

占
崩、

濁
占
湘を
施

し
、

か

つ
、

任

意

に
章

段

を
設

け

、

通

し
番

号

を

付

し

た
。

ま

た
、

原

文

の
明

ら

か
な

誤

り

は

、

そ

の
文

字

の
右

に

(
マ

マ
)

と
付

し

た

。
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「俳
譜
秘
文
抄
』
翻
刻

俳
譜
秘
文
抄

応
々
山
人
撰

①
㌦

巴
蕉
翁
は
、
此.
、
伊
賀
の
国
藤
堂
家
に
仕

へ
、
護

藻

喜

.
さ
る
を
、
忠
の
為
に
禄
を
捨
、
義
の
為
に
髪
を
落
し
て
よ

り

仏

頂
禅
師

に
随

て
禅

も
又
熟

し
た
り
.
其
始
、
桃
池
党

の
性
松
髭

に
て
、
桃
青

と
号
す
・
東
武

の
深
川

に
繕

す
る
事
・
年
既

に
久

し
.
窓
前

に
は
せ
を
を
植

て
春

秋

の
栄
枯
を
感
ず
.

世

の
人
、
是

よ
り
芭
蕉
庵

の
翁

と
呼

ぶ
・
翁
も
其
名

の
自
然
な

垂

を
賞

し

て
、
自
ら

は
せ
を
と
名
乗

た
り
.
翁
若
き
時

よ
り
和
歌
を

よ
善

り
.
季
吟

を
師

と
し
、
武
江

の
素

堂
を
友

と
芒

と
二

夜
・
秋

雨

の
瀟
颯

た
る
寝
覚

に
、

は
せ
を
野
分
し
て
盟

に
雨
を
聞
夜
哉

と
此
句

に
庭
中

の
+巴
蕉
を
拮
却

し
て
我
口写
に
得

た
り
.
嘗
、
禅
師

と
藷

の
詞
有
り
.

日
、
道
心
を
求
ん
と
す
る
も

の
其
始
め

の
若
・

市
中

の
愴
忙

に
飽

て
幽
谷

に
隠
れ
ん

に
、
其
始

に
飽

も

の
は
、
又
、

お
は
り

の
贅

に
あ
か
む
・

さ
れ
ば
・
今
昇

疋
非

に
交
り
な
が

、り
、
其
日疋
非

に
遣

は
れ
ず

し
て
自
在

に
道
を
得

ん
事

は
、
此
俳
譜

に
遊

ん

で
名
利
を
厭

ん
に
は
如

じ
と
・
是
故

に
・
禅

と
和
歌
を
合
せ

て
、

い
ま

の
正
風
体

の
名
を
得

玉

へ
り
.
故
翁
隻

削
の
句

、
お
辱

は
観
相
也

.
正
風
体

と

い
ふ
は
・
正
と
は
其
本

心
也
颪

と
は
姿

也
.
幽
玄
と
は
、
我
吟
魂

の
あ

そ
ぶ
所
也

.
わ
が
本
、心
の
正
直
よ
り
見
け
り
た
る
、
是
を
す
が
た

に
い
ひ
顕

す
事
也

・
さ
れ
ば
颪

雅

は
柳

な
る
所

に
有
り

て
、
敢
て
花

の
栄
枯
な

る
に
も
有

べ
か
ら
ず
.
竹

の

棄

の
風

繰

り
・
萩

の
下
葉

の
轡

靡

き
・

さ

》
が

に
の

糸
引
夕
部
よ
り
、
目
に
触

る
も

の
皆

幽
玄

に
し
て
、
平
生

の
営

み
あ
え
る
業

ど
も

;

と
し

て
籍

に
あ
ら

ぬ
は
な
し
・

②

禅

に
、

層

問
日
、
如
何
臼疋
仏
性
.
質
.
日
、
芦
花
半
輪
月

と
.
些

句
、

幽
玄

に
し
て
正
見

の
人
な
ら

で
は
法
身

の
仏
性

は
知

る
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ま
じ

き
也

。

又
、

問

。

如

何

是

平
生

智

。

答

日
、

長

床

に
飯

有

、

粥
有

と
。

此

一
句

平

生

也

。

只
、

風
雅

は

正
直

な

る
を
本

意

と

し

て
、

凡

の
人

の
唯

の

言

い
ふ

を
俳

譜

と
は
言

べ
し
。

浬

葉

経

に
は

平

等

心

是

即
菩

提

心

ト

モ
見

え
た

り
。

風
雅

は
、

人
生

れ
な

が

ら

天

よ

り

得

た

る
道
也

。

是

故

に
、

愚

か
な

る

人

と

い
ふ
共

、

自

ら

花

を

愛

し

、

月

を

翫

ぶ
事

を
知

れ
り

。

其

天

性

を
知

る
時

は
、
能

五

倫

を
和

ら
げ

、

世

の
人
情

に
通

達

し

て
、

雲

井

の
憂

を

も
知

り
、

乞

食

の
楽

し

み
を

も
知

る

べ
し
。

近

来

は
、

俳

譜

も

区

々

に
成

り

て
、

剰
、

(
マ

マ

)

我

が

心

に
も

あ

ら

ぬ
偽

を

か
ざ

り
曲

節

と
号

し

て
、

あ

ら

れ

ぬ
俳

意

を

好

む
事

、
古

翁

の
本

意

に
非

ず

。

道
徳

に
志

の
な

き
を

歎

て
、

翁

も
、

俳

譜

に
古

人

な

し

、

と

は
申

さ

れ

き
。

詞

に
花

を
錺

り
、

心

に
誠

な

き

を
ば

、

唐

土

人

も

誠

置

れ

し

そ

か
し
。

巧

言
令

色

多
弁

は
、

君

子

の
大

に
悪

む
所
也

。
常

の
人

の
立

交

り

に
も
、

言

葉

の
直

か

ら

ん

こ
そ
嬉

し

か

る

べ
け

れ
。

い
か

に
も

む

つ
か

し

き
弁

舌

は

う

る
さ

き
事

な

る

べ
し
。

③

曲
節

と

い
ふ
事

、

古

来

よ

り

な

き

に
し

も
非

ず

。

一
巻

の
中

、

壬

二
ヶ
所

に

は
過
ず

。
好

み

て

す

る

に
も

非
ず

。
其

前

句

に
よ

り

て
自

ら

生
ず

る

も

の
と
知

べ
し

。
音

曲

の
節

は

か

せ

と
言

ふ
も

、

一
つ
/
＼

に
曲

の
有

事

に
も
非

ず

。

俳

譜

に
地

と

い
ふ

も
同

じ

心
也

。

只
、

流

水

の
如

く
、

や

す
ら

か
な

る
を
第

一
と

せ

り
。

④

一
巻

の
骨
肉

と

い
ふ
事

あ

れ
ば

、

其

動
静

緩

急

を
見

計

ふ
斗

り

に

て
も

な

し
。

表

裏

と

い
ふ
は
礼

也

、

序

也

。

序
破

急

也

。

人

の

許

へ
行

べ
き

に
着

座

よ

り

い
か

に

も
無

礼

に
は
有

べ
か

ら
ず

。

さ

れ
ど

、

終
夜

隅

に
頑

な

る

は
、
礼

の
和

な

き

も

の
な

ら

む
。

浮

世

の

さ
が

な

き
数

々
も

い
ひ
慰

ん

や

う

き

か

ま

ほ
し

き
な

れ
。

是

を
表

と

い
ひ
、
裏

と
言

、
名

残

と

い
ふ
は

。

立
帰

る

さ

ま

の
放
逸

な

ら

ん

は
禽

獣

の
交

り

に
等

し
。

さ

る
を
、

各

膝

立

直

し

て
序

の
心

に
立

返

る

こ

そ
本

意

な

れ
。

こ
の
故

に
、

俳

譜

に
禁

句

を

別

而
慎

む

べ
し

。

⑤

発
句

に
始

中

終

の
三
有

。

始
終

の
句

法

有

。
古

翁

の
句

は

、
始

中

終

也

。
中

頃

よ

り
始

終

の
句

法

に
取
扱

へ
り
。

始

と

い
ふ
は
上

五
文

字

に

て
、

天
也

。

中

は
七

文
字

に

て
人
也

。

終

と

い
ふ
は
韻

の
五
文

字

、

地

に
象

れ

り
。

発

句

の
心

得

は

、

月
花

を

愛

れ
ど

も
、

念
着

す

る
事

な

か
れ
。

飽

迄

花

を

あ

ゐ
し

て
も
終

に
は
白

雲

に
心

を
転

ず

る

の
事

也

。

是

を

一
句

の
変

化

と
も

、
俳

か

い
の

に
ら

み

と
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も

い
ふ
な
る

べ
し
。

⑥

風
雅
と
利

と
は
格

別
と
知

べ
し
。

た
と

へ
ば
、

碓

の
居
え
所
よ
し
壁

の
蔦

此
句
、
碓

の
居
え
所
よ
し
と

い
ふ
は
理

に
し

て
、
下
部

の
口
に
も

い
ひ
出

す

べ
し
。
壁

の
蔦

は
、
風
雅

に
し
て
、
作
者

の
ほ
ね
を
る
所

也
。
如
斯
な

る
時
は
、

=
蒔
万
句

に
し

て
、
万
端

発
句

に
な
ら

ぬ
は
な
し
。

⑦

切
字

の
事
、
古
来
よ

り
十

八
字

に
定

り
た
る
説
も
あ
れ
ど
、
蕉

門

に
は
曽

て
其
沙
汰
有

べ
か
ら
ず
。
切

れ
は
断
也

と

い
ふ
意

に
し

て
、
そ

の
意

を
切
、
そ

の
詞
を
切

と
言
事
也
。
心

の
切
、

口
合

の
切

と

い
ふ
事
、
是
等

も
自
備

れ
る
も
の
と
知

べ
し
。
中

の
切

と
言
は
、

五
七
五

の
間

へ
手

に
を
は
を
入
れ
た
る
事
な

る

べ
し
。
挨
拶

の
切

と

い
ふ
は
、
座

の
句

の
五
文
字

に
よ
く
動
を

い
ふ
な
る

べ
し
。

⑧

発
句

は
、
其
位

の
備

る
と
備
ら
ざ

る
と
を
分
別
す

べ
し
。
是

は
死
活

に
て
定

べ
し
。
題

の
発
句
、
歌
仙
、

百
韻

の
位
、
差
別
有

べ

し
。
題

の
縦
横
と

い
ふ
事
、
縦

は
竪
也
。
昔

よ
り
和
歌

に
用

ひ
来

れ

る
花
鳥
風
月

の
定

り
た

る
を
言

ふ
也
。
横

と

い
ふ
は
麺
棒
、
摺
小

木

の
俗
を
言
。
此
故

に
花
鳥

風
月
を
俗
語

に
も

て
な
し
、
疵

を
付

る
事

な
か
れ
と
也
。
横

は
格

別

に
し
て
、
晒
落
を
存

分

に
任
す

べ
し

と
そ
。

⑨

脇

は
主

の
意
也

。
能

く
発
句

に
対
し

て
、
形
ち

の
応
ず

る
を
よ
し

と
す
。
各

別

に
挨

レ
拶

の
心
を
用

ゆ
る

に
も
及
ば
ず
。

⑩

第

三
は
、
転
句
也
。
前

二
句

の
内
外
動
静

を
見
定

め
て
変
化
す

べ
し
。
第

三
振

と

い
ふ
は
、
発
句

に
も
非
ず
、
平
句

に
も
非
ず

。

能
そ

の
風
姿

を
弁

へ
知

べ
し
。
留
り

の
事
、
何

れ
も
上

へ
廻

る
様

に
転
動

せ
ざ

れ
ば
留

ら
ぬ
と
知

べ
し
。
さ
れ
ば
、

て
、

に
て
、

ら
む
、

も
な
し
、

に
、
な
ど
古

来
よ
り
定

り
た
る
手
圷
於
葉

に
て
、

み
な
心

の
い
ひ
残

る
を
用

る
也
。
第
三
は
、
都

て
上

の
五
文
字

に

一
句

の

全
体

を
断

る

べ
し
。
此
故

に
、
上

の
五
文
字
重

き
字
を
用
る

の
教
有

り
。

⑪

四
句
目

は
、
古
来

よ
り
軽
く
す

る
と

い
ふ
事
、
第

三

の
留

り
の
て

に
は
の
響
を
請

て
、

是
を
四
句
目

に
断

る
也

。
各
別

に
句
意
を
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工
む
事

な
か
れ
と
也
。

⑫

五
句
目

は
、

一
巻

の
緩
急

を
定

る
所

に
し
て
、
全
体

こ
の

一
句

に
窮

る
と
知

る

べ
し
。

⑬

六
義

の
事
、
風

と
は
其
国
、
そ

の
所

の
風
俗
也
。
賦

と
は
、
見

る
所

の
風
景

を
有

の
儘
正
直

に

い
ひ
出
す
事
也
。

比
と
は
、
物

に

準

へ
て
我
が
思

ふ
事

を
移

す
也
。
興

と
は
、
月
花

を
見

て
、
却

て
我
心
中

の
事

を
思

ひ
出

す
事
也
。
雅
は
、
正
也
、
徳
也

と
聖
人

の
徳

を
う

た
ひ
あ
ら

は
す
事

に
し
て
、
無
徳

の
人
は
及

べ
か
ら
ず
。
頒

と
は
、
亡
人

の
徳

を
歌

ふ
也
。
唐
土

に
は
、
是

を
以
宗
廟

に
献
ず
。

躯

に
て
頒

と

い
ふ
は
・

一
句
を
以
大
悟

せ
し
む
る
を

い
ふ
.
是

ま
た
常
人

の
お
よ
ぶ
所

に
あ

ら
ず
.

⑭

三
十

六
句

は
、
娑
婆

の
現
想

を

つ
ら
ね
、

一
句

に
三
界
遍
満

の
念
を
説
。
其
現
想

と
言

ふ
は
、

五
倫

の
情

に
通
達

し

て
、
其
哀

を

知
り
、
智

に
は
智

を
以
付
合
、
愚

に
は
愚

を
以

て
付

て
、
万
端
背
く
事
な
く
、
富
貴

に
居

て
は
富
貴

を
行

い
、
貧
賎

に
居

て
は
貧
賎
を

行

ふ
。
し

か
も
、
人
間

の
盛
衰
を
弁

へ
知

る
が
故

に
、
哀
楽

に
も
、
又
、
着

す
る
事
な
く
、
其
日
そ

の
時

の
俳
譜
を
知
り
、

一
口
の
変

化

を
自
在

に
し
て
、
能
穏

に
暮

し
な
ば
、

一
生

の
俳
譜

も
、
終

に
誤

る
事

な

か
ら
ん
。

⑮

大
切

に
臨

み
て
も
能
本

心

の
風
雅
を
守
れ
ば

、
死

に
の
ぞ
み
て
も
更

に
か
は
る
事

な
か
ら

む
。
死
は
、
我
風
雅

の
終

り
な
れ
ば
、

其
風
情
を
忘

る

べ
か
ら
ず
。
風
人

の
常

の
楽

み
と

い
ふ
は
、
天
地

の
変
化
、
人
間

の
盛
衰

ヲ
知

な
れ
ば
、
春
秋

は
栄
枯

に
面
白
く
、
人

(
マ

マ

)

間

は
盛
衰

に
感
慨
有
。
人
生
れ

て
死

せ
ず

ん
ば
、
更

に
益

な
し
。
老
少
不
定

に
し
て
、
無
常

の
迅
速

な
る
社
嬉
し
き
れ
。

さ
れ
ば
、
死

の
至

来

せ
ん

事

、
我

人
、

所

存

の
外

、

い
ま

や
斯

成

る

べ
き
共

思

ひ
よ

ら
ざ

る

に
、

ふ
ら

ノ
＼

と
落

去

の
夕

に
至

る

べ
し
。

情

、

昔

を

顧

に
、

昨

日

は
今

日

の
迷

と
成

、

今

日

は
ま

た

明

日

の
為

に
迷

ふ
。

悲

と
楽

と
往

き
通

ひ

て
、

更

に
止
時

な

し
。
限

り
有

命

を
以

、

限

り

な

き
事

を

は

か

る
事

、
皆

妄

想

に
し

て
、

是

な

る
事

一
つ
も

な

し
。

杜

少
陵

が
詩

に
、

人

間

万

事

皆
非

也

、

と

い
え

り

。
士

農

工
商

の
隔
も
な
く
、
亦

は
、
宗
匠

の
撰
も
な
く
、
夫

れ
ぐ

の
妻

を
営

み
な
が

ら
、
心

の
風
雅

に
達

し
、
浮
世

の
是
非

に
套

せ
ず

し
て
、

名
利
を

い
と

ひ
、
菩
提
心
を
求
む

べ
し
。
後
世

と

い
ふ
も
遠
く
尋
求

に
及
ば
ず
。
今
日
座
臥

の
中

に
備

る
也
。

只
、
風
雅

の
扱

一
つ
に
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て
、
悟
入
す

べ
き

こ
と
な
り
。
蝦
墓
荷
葉

に
上
り
て
法
華
を
転

じ
、
蝟
蝉
黄
樹

に
暗

て
正
覚

を
唱

ふ
と
言
意
を
知

ら
ず

ん
ば

、
松
風
も
、

水

の
音

も
、
仇

に
聞

き
な
さ
む
。

口
に
観
相
を

い
ひ

つ
ら
ね

て
、
あ
ら
ゆ
る
娑
婆

の
事

に
ご

》
ろ
の
満
足
す
れ
ば
、
貫
り
望

む
事
も
少

く
、
無
常

の
速
な

る
事
を
弁

へ
て
、
積
土
を
離
る

べ
し
。
詩

は
志
也

と
釈
し

て
、
其
志

を
述

る
の
事
也
。

さ
れ
ば
、
そ

の
意

の
趣
善

に

し
て
、
他
の
妄
想

妄
念
の
生
ず
る
事
な
け
れ
ば
、
綴

の
種
も
少
な
か
ら
む
・
詩
は
三
観

暴

れ
ど
も
・
塁

見
は
思
無
邪
の
三
字

に
覆

ふ
と

か
や
。
問

日
、
如
何

是
捻
華
微
笑

の

一
句

。
答
日
、
思
無

邪
と
。

又
、
摩

詞
止
観

に
は
、
心

に
観
ず

れ
共
、
心

に
着
す
れ
ば

邪
也
、

と
も
見

へ
侍

る
。
風
雅

の
大
事

に
於

て
は
、
し
か
も
心

に
着

せ
ず
、
又
、
善

に
も
着

せ
ず
、
悪

に
も
着

せ
ず
し

て
、
其
大
道

に

至

る

べ
し
と
也
。
禅

に
山
居

の
僧
有
。
問

日
、
汝
入
定

の
時
心
有
哉
、
否
や
。
若

し
有

と

い
は
ゴ
、
轟
動
皆

入
定

せ
ん
。
答

日
、
始
念

定

の
時
有
無

の
心

を
見
ず

と
。
又
、
日
、
有
無

の
心
を

み
ず
ん
ば
何
ゾ

此
山
中

に
入

て
行
動

に
苦

し
む
と
。
是
、
翁

の
是
非

に
任

せ
て

道

に
遊

ぶ
大
本
な

ら
む
。

⑯

翁
、

一
日
塔
焉

と
し

て
柱

に
俺

て
日
、
風
雅
は
た
と

へ
ば
、
浮

力

べ
る
雲

の
如

し
。
風

に
臨

み
て

一
回
は
阜
狗

と
な
り
、

一
回
は

白
衣

と
成

て
、
共

に
そ

の
止

ル
所
を
知

ら
ず

、
と
。
是
、
去
来
因
縁

に
任

せ
て
俳
譜

に
生
滅
な
き
事

を
言

へ
り
。
禅

に
、
僧
来

て
礼
す
。

師

問

日
、
面
前

に
立
者

は
何
人
ぞ
。
僧
、
答

日
、
風

に
任
せ

て
来
り
、
風

に
任

せ
て
去

ル
と
。
終

に
是

に
示
し
て
日
、
了
々
と
し

て
不

了

々
道

々
と
し
て
不
道

々
是
則

不
任

の
道
也
。

と
。
又
、
孔
夫

子

の
語

に
も
、
其
用

ひ
ら
る

・
時

は
行

ひ
、
捨
ら
る

》
時

は
、
是
を
巻

て
懐

に
す
と
有
も
、
去

来
因
縁
、
天
然

に
任

せ
た
る
也
。
今
、

人
多
く
俳
譜

に
遣

は
れ

て
、
俳
譜

に
着

す

る
故

に
、
是
を
以

て
芸

と
覚

へ
、
人

に
も
敬
は
る

、
が
故

に
、
名
利

に
走

り
、
却

て
邪
智
と
成

て
、
他

の
是
非
を
識

る
、
是
、
本
意

に
非
ず
。
人

に
知

ら
れ

て
更

に

益
な
し
。
大
悟

の
後
、
速
俳
譜
を
知

べ
し
。
俳
譜
を
知

て
能

く
人
情

に
通
達

し
、
是
非

に
遣

は
れ
ず

し
て
、
変
化
自
在

な
ら
ば
、
生
死

も
ま
た
安

か
ら

ん
。
禅

に
所
謂
、
生
や
雲

に
似

て
集
り
、

死
や
水

に
似

て
速

に
さ

る
と

い

へ
る
も
、
則
風
雅
也

。
五
老
井
没
期

に
、

下
手
ば

か
り
死
る
も

の
ぞ
と
思

ひ
し

に
上
手
も
し
ね
ば
糞
上
手
な
り
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と
・

尿
糞

の
壼

を
打
破

し

て
去

る
。

ま

た
、

其

角

は
、

う

ぐ

ひ
す

の
暁
寒

し

き

り

ハ〆
＼

す

と
、
直

に
春

秋

の
栄

枯

に

一
生

の
速

な

る
事

を
知

ル
。

北

枝

、

書

て

み

た

り
消

し

た

り
果

は
嬰

子

の
華

と
・
虚
実
往
来

も
些

句

に
反
古

と
消
し
果

て
、
し

か
も
け
し

の
花

の
も

ろ
き
は
、
風
雅

の
手
柄

な
ら
ん
.
日疋
等

の
人
は
死

に
至

る
迄

風
雅

を
勤

た

り

と

い
ふ

べ
し
。

⑰

翁
或

時

其
角

を
誠

て
日
、
人

の
短
を

い
ふ
こ
と
な

か
れ
、
己
が
長

を
説
-
事
な

か
れ
と
し

て
、

も

の
い

へ
ば
唇
寒
し
秋

の
風

角
、
此
句

を
得

て
よ
り

一
生
他

の
是
非
を
言
ず

と
な
り
。

⑱

俳
譜

は
唯

思
無
邪
也
・
禅

に
不
思
善
否

心
悪
、
是
を
仏
性
共

い

へ
り
.
世
人
は
、
只
、
狂
句
綺
語
と

の
み
穆

え
て
、
風
雅

の

本

意

を
智

ず

・
或

人
・

問

日
・

何

を

俳

譜

の
修

行

に
は
致

候

哉

、

と
.

答

日
、

此

道

に
至

ら

ん
と

な

ら
ば

、

他

に

み
る

べ
か
ら
ず

.

普

く

生

あ

ら

ん

も

の

～
心

に

か
は

り

て
、

そ

れ
が

墓

を

弁

へ
、

人

の
心

を

我

が

、心
と

な

し

て
、

其

、心
を

知

る
時

は
、

親

の

.Σ

を

以
・

我

が

心

と

し
・

君

の
心

を
以

・

わ
が

心

と

な

さ
ば

、

い
か

で
不
柔

義

の
も

の
有

、b
ん
や

.

花

の
夕

の
蛙

、
霜

の
朝

の
雛

に
も

心

を
通

は

し

て
・
其

心

を

知

り

・

よ

崩

友

と
睦

し

か
ら
ば

、
所

謂

、

孔

子

は
信

有

り

と
宣

へ
り
.

他

の
、心
を

以
、

我

が

、心
と
す

る
を

、

曽

子

は
忠

恕

と

も

い

へ
り
.

仏

は
教

に
大
慈

悲

心

皇

口
も
、

此

外

に
は

あ

ら

じ

と

そ
。

⑲

風
姿
風
情
三

ふ
事
・
風
情

は
心
也

、
風
姿

は
体
也
.
物

に
感

じ
て

・
に
顕

は
る

、
よ
り
風
姿

と
は
な
れ
る
也
.

さ
れ
ば

、
唯
　

。

に
ば

か
り
句

を

つ
ら
ね

て
・

本

心
誠

な

ら
ず

ん
ば

、

偽

に

て
、

邪
也

.

人

と

し

て
信

な
け

れ
ば

、
多

法

に
空

く

、

其

、心
に
真

有

ら
ば
、

神

も
仏

も
感
応
有

べ
き
也
・
我
が
心

の
風
雅
、
句

に
あ

ら
は
し
て
姿

と
成

れ
ば
、
風
情
、
風
奎

体
也
.
情
は
天
理
也
.
其
本
心
直

れ
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ば
、
句

も
又
直
し
.
其
情
藷

な
ら
ば
、
句
も
又
好
曲

な
ら
ん
.
故

に
、
句
作

の
正
直

な
る
を
本
意

と
教

る
也
・
何

ぞ
曲
節

を
好

べ
け

ん

や
。

⑳

一
巻

の
運

び

、
抑

揚

頓

挫

ト
誉
筒
、

四
季

、
恋

、

及
雑

の
連

綿

、

天

地

、
陰

陽

有

り

、

山

に
栄

枯

有

・

水

に
浮

沈
有

・

人

に
動
静

血

気
有

り

て
、

募

を
自
在

に
流

通
す
る
が
如
し
.

又
は
、
装

琵

し
て
句
を

い
は
ん

に
、
荘
な
ら

ん
程

は
直

に
花

や
か
に
・
老
を
迎

へ
ん
程

は
、
哀
欝

窮

を
璽

と
し

て
、
猶
寂

を
要

と
璽

べ
し
.
其
花
実
を
し
ら
ざ
れ
ば

・
徒
事
成

べ
し
・
或
御
歌

に
・

た

の
し

み
は
夕
顔
棚

の
下
す

ゾ
み
て

～
は
て

》
ら
に
女

は

こ
布
し

て

思

ふ
と
は
汁

か
け
飯
を
食

さ
し
て
を
り
箸

そ

へ
て
出
す
を
ぞ

い
ふ

か
く

の
如
き
姿

は
、
俳

譜
体

に
し

て
正
直

に
景
口
顕
す
な
る

べ
し
.
鬼
、
幽
霊
、
化
物
、
狐
狸

の
類
・
付
合

に
す

べ
か
ら
ず
・
是
皆
怪
也

・

怪
力
、
乱
神
を
語

る

べ
か
ら
ず

と
.
若
、
転
動
し

て
実

に
取
扱

ふ
時

は
、
既

に
そ

の
化
も

の
に
迷

ふ
と
言

べ
し
・

⑳

釈
教

の
付
ム
ロ
、
殊

に
大
切
な

る

べ
し
.
能

々
大
悟
す

べ
し
.
前
句
仏

と

い
は
ん
に
、
小
善

の
功
徳

を
以
付

る
時

は
・
実

に
仏
意
を

智

ざ

る
成

べ
し
.
問

日
、

一
切
蔵
経
功
薯

や
、
否
哉
.
筥

、
功
徳

な
し
.

又
、

日
・
何
が
故

に
供
養

す
・
筥

・
汝
有

眼
な
る

が
故

に

一
切

の
蔵
経
破
古
紙
共

い

へ
り
。
仏
法

は
、
世

に
有

。

松
風
を
越
し

て
涼
し
き
秋

の
月

終
仏

に
は
成

そ
う
な
も

の

黒
白

の
品
社

か
は
れ
米

の
飯

日奪

の
付
△
口
に
て
大

か
た
美

す

べ
し
.
松
風

に
吹
れ
な
が
ら
秋

の
月
を
詠
め
た

ゑ

念
・
他

の
願
な

け
れ
ば
・
恐

ら
く
そ

の
心

に
て

終
ら
ば
仏

ぞ
と
、
彼

れ
を
示
し
付

た
る
也
.
猶

三
句
目
を
平
生

に
取

な
し
て
、
し

か
も
其
塗

決

を

つ
け
た
る
也
・
不
用

不
捨

の
付
合

≦

口
っ
て
、
有

に
着

す

る

も

の

に

は
無

眼

を

以

日疋
を

す

て
、
無

暑

す

る
も

の

に
は
有

眼

を

も

て
是

を
取

・
充

る

も

の
は

是

を
削

り
・
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退

く

も

の
は
是

を
進

め
・

捨

た

る
を
拾

ひ
・

用

ゆ

る

を
す

つ
.

如

此

な

ら
ば

、

一
巻

の
俳

諦

有

無

の
中

よ

り
出

て
、

套

す

る
事

な

し
.

畢
寛
、
今

日
は
今
日

の
是
非

に
執
着
な
き
事
を
第

一
に
教

た
り
。

⑳

或

合

・
蕎

の
俳
諾

は
何

の
為

に
作

れ
る
や
.
答

ワ

、
此
籍

を
以
心
を
自
在

に
修
行
す

れ
ば
、
ム
フ
日
世
間

の
通
用

に
宜
く
、

遠

く
は
仏
性

に
も
至

ル
ベ
し
・

マ

ぐ

世
間
を

み
る
に
、
唯
、
我

と
言

ふ
も
の
に
修

り

て
、
五
欲

ま
す
ー

盛
ん
也
.

そ

の
愚

か
な

る
者

は
・
金
銀
言

り
・
中

は
名
言

り
・
上

は
徳

を
貧

る
.
是
、
皆
、
変

化

の
理
を
知

、b
ざ

る
が
故
也
.

万
物
、
始

め
有
、
終

り
有
.

常
住

な
る
も

の

;

も
な
し
・
春
夏
秋
冬
う

つ
り
変
り

て
六
+
年
、
終

に
二
万
日

に
は
過
ぎ

じ
.
蒲

日
夜
、
東

に
流
去

て
、
愁
人

の

為

に
と

ま

る
事
・
暫

く
も

せ
ず
・
限
り
有

る
命

を
以
、
限

り
な

き
世
言

る
事
、
我

と

い
ふ
も

の
に
遣

は
れ

て
、
穏
な
ら
ず
.
念
強

悪

に
凝

か
た
ま
り
て
は
適
葦

盟

も
・
善

に
移

ら
ず
、
悪
と
智

て
も
離

れ
ず
、
是
、
変

化

に
疎

き
が
故
也
.
形

は
煩
悩

の
為

に
得

た

れ
共

・

心

は
本
来

空

に
移

さ
ば

・

な

ど

か
移

ら
ざ

ら

ん
.

儒

に

は
、

天

理

共

、
本

性

共

、

日疋
を

い
ひ
、
禅

に
は
、

仏

性

と
教

、
神

道

に
は
・
神

明

の
本
体
土
ハ藁

り
颪

雅

は
・
其
本
体

よ
り
流
出

て
、
真

な
る
も
の
な

れ
ば
、
万
法

に
通
達

し
て
、

そ
の
理

に
北目
く
事

な

し
・

人
間

生

は
・
三
+

翫

に
終

る
と
知

べ
し
.

三
世

も
遠
重

る

べ
か
ら
ず
.
昨
日

は
過
去
、
A
フ
日
は
現
在

、
明

日
は
又
未
来

に

し
て
・

い
ま
だ
生
死

も
知

べ
か
ら
ず
・

さ
れ
ば
、
今
日

の
芒

み
に
含

を
忘

れ
ず
、
怒

り
、
腹
立
事

の
昨
日

に
遣

は
れ

て
ム
フ
日
も
苦

し
き
は
・
我

な
が
ら
過
去

の
因
縁

を
引
重

コ一・
べ
し
.
如
砦

ら
ん
と
き
は
、
あ
す
も
ま
た
穏

な
る
ま
じ
.
右

に
交

り
て
六

ケ
諮

は
、

首

を
左

に
向
け
・
右

の
過
去

を
忘

る

べ
し
.
居
所
起
居

に
も
、
皆
過
去
有
、
現
在
有
り
.
+
界

は
我

が

百

の
行
動

に
し

て
、

み
な
目
バ

芒

た
り
・
出

る
息

は
過
去
也
犬

る
息

鏡

在
也
.
出

る
息
、

二
度
鼻

に
入

る
に
は
非
ず

.
念

も
ま
た

?

の
如

し
.

さ
れ
ば

、
外

よ
り
物

の
攣

り

て
動

す
奢

連
も
・
心
を
動
す

べ
か
ら
ず
.
荘
子
、
昔
、
江
准

に
舟
を
浮

て
釣
を
楽

ん
と
す
る
時
、
楼
舟

の
漂

ひ
来

り

て
・

此
舟

に
中

り
・

既

に
覆

さ

ん

と

す
・

荘

子
、

怒

り

て
、

鋒

を
揮

て
、

是

を

見

る

に
其

船

に
人

な
し

.

只

、

風

の
自

然

に
来

れ

る

也
・
是

よ
り
虚
舟

の
二
字

を
得

て
・
終

に
怒
り
を
鎮

め
た
り
と
.
人
を
以
虚
舟

と
な
し
、
秋
風

の
如
蕪

心
な
ら
ば
、
更

に
逆

す
る
事
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な

か
ら

ん

.
喜

怒

哀

楽

も

、

と

も

に
久

し

か

る

べ
か
ら

ず

.

み
な
其

始

め
有

、
終

り
有

物

々
、

其

始

る
時

に
早

く

其
終

り

を
悟

る

べ
し

.

難鐸

警

嬉
黙
幣
雛

胤難
轄
　鍵

縫

騨
　糠
離
鷺

枷

な

ん
ぞ

ダ

し

か
ら

む
　

灘
醗
鑓
騨

醇

ゲ髭

羅
緯

難

n蒲

馨
∴

雛

欝
撚

鱗
嚇艦謙

諺

欝
嚇麟

魏
聯

や
.

さ
れ
ば
連

、
終

日
外

に
立
尽
す

べ
き

に
も
非
ず
.
莚

の
走

打
ね
ま
り

て
、
五
器
、
箸

に
芒

き
は
・
第

三

の
変
化

な
り
・
如
此

な

れ
ば

、

百

の
我
が
事
業
、
日疋
有
、
非
有

て
、
し

か
も
其
是
非

に
迷

は
ず
し

て
、
俳
譜

の
首
尾

は
終

る

べ
し
・

⑳

或
時
、

と

足
あ
ぶ
る
亭
主
に
問

へ
ば
新
酒
哉

晋
子

翁
、
此
句
を
見

玉
ひ
て
、
汝
が
風
雅

も
魂
を
得
た
り
と
ほ

め
玉

ひ
し
と
.
其
角

が
生
質
、
た

面

な

る
事

を
好

み
て
・
淋
し
き
念

な
し
.

さ
る
を
、
巧
言

を
す
て

～
、
言
葉

の
平
生

に
落

た
れ
ば
、
行
末

た
の
も
し
と
許

し
玉

へ
り
・

十
団
子
も
小
粒

に
成

り

ぬ
秋

の
風

許

六

臼疋
を
望

ひ
て
、
慨

藩

鞘

骨
髄

を
得

た
り
と
の
玉

へ
り
.
是

は
我
智

に
ほ

こ
ら
ず

し
て
颪

情

の
寂
し

み
を
ほ
め
玉

へ
り
・

の

み
風
馬

の
尿

す

る

ま
く

ら

も

と



一
本

ハ
タ

ト

モ

み
ち
の
辺

の
木
橦

は
馬
に
喰

れ
見

此

二
句
・
翁

の
作

に
し

て
、
其
場
、
其
時

の
自
然
也
。
唯

、
正
直

に
し
て
、
更

に
曲
な
し
。
我

に
風
雅

の
信
有

る
時

は
、

た
と
ひ
士

は

奴

に
せ
ら
る

～
共
、
其
君
を
恨

み
ず
。
変
化

の
俳
諾

に
し
て
、
し

か
も
忠
義

を
守

る
と
知

べ
し
。
能
其
念
至

れ
ば
、
士
農

工
商
、
夫

々

の
業

に
疎

か
ら
ず
勤

を
わ
が
慰

に
せ
ば

、
更

に
倦
事

な
か
ら
む
。
六
祖

の
骨
折

も
、
碓

に
念

の
有

ら
ば
、

い
か

で
大
悟
す

べ
き
や
。

心

は
青
雲

に
遊
ん

で
、
三
千
世
界

に
渡

る

べ
し
。
五
倫

の
礼
、
能
備

り
て
、
死

に
至
る
迄
堅
固
な
れ
ば
、
是
非
自

在

に
し
て
、
非
道

な
る

事
を
の
ぞ
ま
ず
、
去
茜

縁
に
住
す
る
故
に
、
邊

俳
携

道
墓

口
ふ
べ
し
.

(三

⑳

翁

は
、
常

に
、
杜
少
陵

が
詩

の
伐
木
丁

々

山
更

幽
也
、

と
　亘

句
を
称

し
て
、
俳
譜
も
此
悠
遠

に
習

へ
と
の
玉
ひ
、

又
、

又
、

歌

に
、

遁

出

る
焼

野

〉
鑑

子

峯

に
又

お
ど

ろ

く
斗

り
咲

つ

・
じ

か
な

長

囎

子

と
聞

へ
し

歌

を

も

て
、

風

色

を

是

に
習

へ
と

の
給

へ
り
。

む

さ
し

野

は

月

の
入

べ
き
山

も

な

し

草

よ

り

い
で

、
草

に

こ
そ

い
れ

此

下

の
句

・

理

屈

に
し

て
、
更

に
風

雅

な

し
。

尾

花

が
末

に
か

》
る
白

雲

と

い
は

ゴ
、
風

雅

に
し

て
、

理

屈

な

し

と

そ
。

是
等

の
境

、

よ
く
く

わ
き
ま
ふ

べ
し
。

⑳

黄

舞

勝

轡

の
串

を
こ
え
玉

ふ
時

五
+
斗

の
男

夫

レ
が
妹

と
覚

し
き
が
、
供

に
薪
を

お
ろ
し
、
坂
中

に
休

ら
ひ
居

た
り
.

女

は
男

の
苦

を

訪

ひ
、
男

は
女

を

い
た

は

る
有

様

、
翁

、

近

く

よ

り

て

日
、

愛
等

あ

た

り

の
人

に
や

、
大

儀

に
社

、

と
有

け

れ
ば

、

男

の

い

へ
ら

く
・

賎

は
向

ふ

の
山

の
洞

よ

り
日

毎

に
女

夫
薪

を
負

ふ

て
城

下

へ
売

な

し

、

其

日

の
糧

を

求

め

、

日
暮

れ
ば

家

帰

り

、
終

夜

仏

恩

を

悦

ぶ

の
外
他

念

な

し
、

山

中

に
労

る

〉
時

は
足

を

そ

ら

し

て
空

の
雲

を
見

る
、

此

楽

し

き
事

、

翁

も

知

り

玉

ふ
ま

じ
、

と

い

へ

り

。
翁

、

此

詞

を
愛

玉

ひ
、
門

人

に
も

物
語

ら

れ

け

る
。

さ

れ
ば

、

富

る
女

の
美

か
な

る

も
、
妬

有

ら
ば

怖

し
く

、
傾

城

の

い

つ
く

し
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き
も
、
偽
が
ち
な
ら
ば

・
惜

か
る

べ
し
。
中

々
賎

の
女

に
こ
そ
わ
り
な
き
妹
背

は
あ
れ
と
、
愈

か
ん
じ
給

へ
り
と
な
ん
。
戯
れ
言

に
似

た
れ
共
、
有

が
た
き
さ
ま
な
れ
ば
、
書
付
た
る
よ
し
古

き
書

に
見
え
た
り
。

⑳

翁
、

一
と
せ
文

月
斗

り
陸
奥
行
脚

を
経

て
越
路

へ
か

》
り
玉

ひ
け
る

に
、
直
江

の
津
と
や
ら
ん
言
所

の
或
寺

に
立
寄
、
此
寺

に
知

立
日
の
人

の
添
書
持

た
り
連
、
や
ど
を
乞
玉

へ
る
に
、
旅
労

の
上
、
笠

は
風
雨

に
吹
破
ら
れ
、
見

る
蔭
も
な
き
有
様

を
・
主

の
僧

も

の

か
げ

に
窺

ひ
見

て
、

よ

し

な

く

や
思

ひ
け

む
、
宿

は

な

り

が

た

き
よ

し
申

す

。

翁

、
何

と
な

き

風

情

に

て
、
仏

前

に

瓦

し

て
立

出

給

へ
る
を

、

番
僧

共
引

と

ゴ
め
、
俳

諮

の
上
手

な

る

よ
し

、

発
句

し

て
た

べ
と
望

み
あ

え
り

。

翁

、
安

き
事

よ

と

て
、
筆

う

ち
し

め
し

て

書

付

玉

へ
る
事

数

多

に
及

べ
り
。

曽

良

、

大

に
腹
立

て
引
立

ま

い
ら

せ

て
、

曽

良

、
申

け

る

は
、

誠

に
時

こ
そ
あ

れ
・

秋

の
日

の
敏

う

短

く

、

山

の
端

近

く
暮

る

に
ぞ
、

宿

か
す

べ
く

も

な

き
所

に
無

用

の
振

舞

に

こ
そ
、

と
腹

立

け

る
時

、
翁

は
、

門

前

の
石

に
腰

か

け
な

が
ら
、
曽
良

を
制

し
て
日
、
さ
様

の
心
底

に
て
は
行
脚

の

一
筋

伽
覚
束

な
羨

・
始
思

ひ
立

ぬ
る
時

よ
り
・
何

レ
の
木

の
下

に
も

一
夜

を
明
し
、
因
縁

に
任
せ

て
行
脚

す

べ
き
覚
悟
な
ら
ず

や
、
か

〉
る
折

に
こ
そ

い
と

ゴ
仏
説

の
芳
恩
も
尊
ま
れ
、
娑
婆

の
哀
も
我
身

に
ふ

れ

て
俳
譜

の
大
道

に
は
入

べ
き
也
、
其

上
、
宿

せ
ぬ
主

の
心

と
、
発
句
望

め
る
僧
達

の
心
と
人
も
格
別
な
り
、
大
節

に
臨
ん

で
奪

べ
か

ら
ず

、
造
次

に
も
能

ク
し
、
顛
浦

に
も
能

す
と
社
見
え
侍
れ
、
と
杖
曵

な
が
ら
立
出
玉

へ
り
し
。
折

か
ら
、
竹
風
と
言
者
留

ま

い
ら
せ

て
、
茅
屋

に
も
休
ら

ひ
玉
は
ん
や
、

と

い
え
り
け
れ
ば

、
翁

日
、
御

こ

・
ろ
ざ
し
有

が
た
く
候
得
共
、
添
状

も
有

け
る
方
を
空
し
く
過

て
、
外

に

一
夜
を
明
さ
ん
も

い
は
れ
が
ま
し
く
覚

え
侍

る
、

と
て
も
成

べ
き
筋

な
ば
、
始

の
主

の
軒

の
妻

に
て
も
立
明
し
た
き
よ
し
申

さ
れ
け
る
を
、
竹
風
聞

て
、

い
と
安

き
事
也
、
幸

ひ
吾
が
菩
提
寺

な
れ
ば
、

い
か
よ
う

に
も
と
、
偶

ひ
け
る
時

、
石
鉢

の
水
を
手
つ

か

ら
汲

か
け
、
足
な
ど
洗

ひ
て
、
仏
前

の
傍

に
安
座

し
給

へ
り
。
次

の
間

に
曽
良
が
畏
り
た
る
有
様
、
尋
常

の
人
共
見

へ
ざ
り
け

る
。

文
月

や
六
日
も
常

の
夜

に
は
似
ず

と
言
句
も
此
時
成

る
べ
し
。
奥

羽

の
行
脚

に
曽
良
を
供

と
し
玉

へ
る
事
、
曽
良

は
生
質
、
虜
擁

ま
ず
、
目
瞬
ず
、

い
か
さ
ま
岩
頭

に
倒
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れ
死
せ
ん

に
客
易
介
錯

し
て
去
る

に
吝

な
ら
ざ

る
勇
有
を
頼

て
也
。

⑱

始
・
翁
を
殿

り
欺

き
た
る
族
も
、
彼

是
有

た
れ
共
、
終

に
は
己
が

か
た
よ
り
便
求

て
恨

を
忘

れ
、
其

人
を
直

く
し
、
ち
な

み
玉

へ

る
よ
し
。
翁
・
俳
譜
を
勤

て
、
終

に
俳
譜
を
忘
た

る
よ
り
、

此
道

は
達

し
玉

へ
る
な
ら
ん
。

孔
子

の
所
謂
恨

み
を
報
ず

る

に
徳
を
も

て

す
と
日
し
な
る

べ
し
・
今

の
人

俳

瓢

利

・
を
以
・
却
而
邪
智

と
な
し
、
無
風
雅

の
人
を
侮
り
、
他

の
善
悪
を
論
じ

て
人

を
笑

ふ
.

此
故

に
変
化
自
在

の
境

に
至

て
巳
後
、
速
我

俳
譜
を
忘

る

べ
し
、

と
そ
。

⑳

翁
・
難
波
津

の
旅

宿

に
病

の
急
迫
な

れ
ば
、
門
人

の
誰
彼

レ
馳
集

り
て
、
良
医

を
求
ん
と
区

々
な

る
時
、
翁
、
枕
を
上

て
日
、
死

生
命
有

り
・
富
貴
天

に
あ
り
・
人
力

の
及

ぶ
所

に
非
ず
、

さ
れ
ど
妻
子
窟

襟

る
身

は
残
り

て
の
後
悔

を
ふ
せ
が
ん
と
本
立、心な
く
も
命

を
求

る
あ

ら

ん

、
我

は

し

か
ら
ず

、

浮

雲

流
水

の
孤

客

、

何

が
為

に
命

を

貧

ら

ん

や

、

五
十

年

来

娑
婆

の
俳

譜

に
遊

ん

で
、
露

命

今

日

に
至

る
、

是

幸

ひ
也

、

我

一
生

の
俳

譜

も

、

行

脚

も

、
今

日

、

死

の

一
大

事

を
能

く

せ

ん

が
為

也

、

我

風

流

に
至

り
、

今

日

よ

り
薬

を

す

て

》
臨

終

を

ま

も

る

と
、

手

つ

か

ら
墨

す

り

て
、

考

　
マ

マ
　

旅

に
寝

て
夢

は
枯
野
を
か
け
廻

る

捌

と

萄

に
森

終
呈

へ
髭

勾

辞
世
の
や
う
に
ぞ
審

た
る
人
も
有
よ
し
、
さ
に
は
非
夷

は
死
す
る
迄

父
母
の
恩
愛

融

を
忘

れ
ざ
る
を
孝

と

い
ふ

べ
し
。
今
、

父
母

の
地

を
離

れ
て
旅

に
終

る
、
何

ぞ
父
母

を
慕

ひ
思

は
ざ

ら
ん
や
。

鞭書

⑳

翁
、
西
国
行
脚

の
時
、
再
び
古
主

に
ま
み

へ
て
、

肱測

さ
ま
ぐ

の
事
思

ひ
出
す
さ
く
ら
哉

此
句
、
興

の
体

に
し

て
、
花

は
昔
な
が
ら

に
し

て
、
人

の
有
為
転
変

の
有
様

を
観

じ
て
哀

れ
也

。

鋤ロ

稲

づ
ま
に
さ
と
ら

ぬ
人

の
尊

さ
よ

13

此
句

は
我
見
を
禁

め
た
る
也
・
犯

藁

は
猶
鈍

し
と
、
死

の
火
急

な
る
を
大
悟

し

て
、

い
ま
は
の
時

も
覚
悟

す

べ
き
力

の
あ
ら
ん
は
、



よ

し

な

き
振

舞

也

。

哀

に
、

穏

か
な

ら

ん
社

、

風

雅

な

る

べ
し
、

稲

妻

に
張

胃

せ

ん

力

の
あ

り

て

は
、

真

の
正
見

と

は

い
ふ

べ
か

ら
ず

。

携

藷

趣

辰
熱

鍵

縁

茎

直
な
魂

讐
埜

正
見
す
る
壮へ
形
脱
脚
さ
ぜ
る
ほ
ど
嫁

案

だ
火
宅

脚

⑳

道
は
、
自
在
に
し
て
至
る
と
、
外
よ
り
来
る
に
悲

其
人
能
箕

人
を
し
る
.
宝
積
醗

臨
終
の
時

門
人
の
悟
道
を
試
ん

働

匙
擁

鞘

ビ
峠
曙

ユ
て

筋
斗
を
打
翻
先

.膜
俗
曇R
蜻
艇
返
り
の
事
屯

.摂
何
の
処
に
悟
道
有
り
掩

禅
∴

⑫

舞

生
涯
五
+
余
年
、
花
実

覇

の
嵐

に
吹

れ
て
、
夢

の
如
く
、
泡

の
如

し
。
生
前

の
心

荏

せ

て
、
都

の
栄
花
な
る
地
を
避

て
譲

み
る
人
も
な
き
木
曾
寺
に
其
暮

を
納
め
た
鬼

漢

そ
の
所
々
馨

た
る
た
ん
ミ

文
章
な
ど
は
、
許
六
、
買
も
と
め
て
・

朧

咽

と
焼

捨

た

り

。

其
意

趣

は

、
遠

き
国

々

へ
流

散

し

て
、

彼

は
善

、

是

は
悪

と

、
愚

昧

の
・

に
評

嚇

せ
ら

れ

ん

は

。
を

し

き
事

也

と
・

国

人
去

て
速

に
跡

な
き
に
は
し

か
ず
と
。
誠

に
翁

の
志
を
よ
く
知
り
た
り
と
糞

し
。
老
舌

、
名

の
名

と
す

べ
き
は
常

の
名

に
非
ず
・

大
徳
は
徳
を
失
丈

.疋
以
箸

下
徳
は
徳
不
朱

.叢

て
徳
な
し
と
.
さ
れ
ば
、
大
徳
は
音
も
な
文

臭
も
な
%

今
の
世
の
人

を
見

る
に
、
俳
譜

を
も
て
却

て
名
利

の
種

と
す
る
事
、
古
翁

の
本
意

に
非
ず
。

か

》
る
人

は
、
終

に
そ

の
大
道

を
知
ら
ず

。
俳
譜
を
芸

の
様

に
お
ぼ
え
て
、
上
手
下
手
と
批
判

し
て
、
其
心

の
至

る
と
、

い
た
ら
ざ

る
と
を
知
ら
ず

。
其
名

の
世
上

へ
聞
え
・
人

に
も
敬
れ

て
・

一
座

の
上

に
立
ん
事

を
好

み
、
吾
が
門
人
と
呼
び

、
物

に
も
し
る
し
、
巧
言
令
色

を
専

ら
と
し
て
、
大
欲
無
道

の
輩
有
。
恐

る

べ
き

の

至
極
也
。

⑳

翁
、

生
前

に
七
度

の
変
化

は
、
前

に
作

の
尽

て
、
模
様

を
好

ま
ん
と

に
は
あ
ら
ず

。
門

人

の
心

一
致

し
て
念
着

す
る
故

に
、
変
化

自
在

を
灘

端

趣
を
知

ら
し
め
て
、
俳
譜

は
善

悪
不

二
門

.疋
非

に
抱

ら
ざ
る
事

を
示
す
.
後
人
、
誤

て
悪
を

な
し
て
も
、
不

二
門

を
許

し
、
無
斬
無
憶

に
し

て
臼疋
非

に
拘

ら
ざ

る
事

と
思

へ
る
は
、
天
地
懸
隔
也
。
旧
来

の
悪

に
着

す

べ
か
ら
ず
・
速

に
善

に
移

る

べ
き



事

に
社
。

悪

を

不

二
門

と
捨

た

り

。
讐

へ
ば

、
僧

来

間

日
、

我

に
従

来

の
罪

有

、

臓

悔

せ

ん

や
否

。

答

日
、

汝

、
従

来

の
悪

を
尋

て
、

提

来

せ
よ

と
。

此
意

は
、

一
つ
く

其

悪

を

手

に
提

て
持

来

れ

と
也

。

其

罪

、

尋

る

に
所

な

し
。

頓

て
大

悟

す
。

又

、

一
僧

来

間

日
、

我

に
罪

有

る
時

は

、
仏

に
向

て
是

を

俄

悔

し

て
、

是

を

ま

ぬ
が

る

べ
し
、

若

、

其

仏

を

打

潰

さ

ん

に
、
其

罪

、

何

に
向

っ
て

か
ざ

ん
げ

す

べ
き

や
。

答

日
、

露

也

、
当

来

の
悪

を

も

て
不

二

と
は

許

さ
ず

。

⑭

俳

譜

猿

み

の
、

炭

俵

の

二
集

を
俳

譜

の
古

今

集

な
り

と
現

し

て
、

風
姿

此

二
集

に
と

ゴ
ま

れ
り

。

さ

る
を
、

曲

節

を

専

ら

に
し

て
、

(
マ

マ
)

二
集

の
風
姿

は
ふ
る
し
な
ど
言

る
は
、
古

翁

の
俳
譜

を
破
却

す
る
天
魔
也

。
罪
免

す

べ
か
ら
ず
。
近
頃

の
俳
譜
を
見

る
に
風
姿

は
語

に

か
ま
は
ず
、

一
句

の
新
し
み
を
本
意

と
し
て
、

ひ
た
す
ら
曲
節

を
好

む
。
讐
ば

、
屏
風

の
直

な
る
は
古

し
と
、
逆

に
立

る
、
是
を
新

み

(
マ

マ

)

と

し
、

五

器

の
尻

に

て
水

を
飲

み
、

庖

丁

に
て
味

噌

も

す

り

、

雷
木

に
て

も

の
を

切

ら

ん
と

す

る
類

ヒ
、

順

を

捨

て
、

逆

を

取

る
。
如

(
マ

マ

)

斯
成

り
行
時
な

れ
ば
、
俳
諸

の
五
ヶ
八
体

と

い
ふ
事
、
近
頃

は
伝
授

口
決

と
号

し
て
、
価
を
取

て
是
を
許

す
者
有

と
。
其

罪
少
な
か
ら

ず
・
(藤

生
前

に
・

か

～
る
さ
た
を
き

か
ず
・
俳
譜
上
手

に
至

れ
ば

、
自

ら
備

る
も

の
也
。
五

ヶ
八
体

の
外

に
別

の
付
方

な
き
故
也
.

五
ケ
八
体
よ
り
出

た
る
俳
譜

に
あ
ら
ず

、
俳
譜
有

り
て
後

に
定

め
た
る
名
也

と
知

べ
し
。

⑮

近
年

は
、
殊

勝
な
る
行
脚

は
み
え
ず
。
た
ま
ノ
＼
見

る

に
、
多

く
は
俳
譜

の
か
す

に
酔

ふ
て
、

た

ゴ
放
逸

を
風
雅

の
大
道

と
覚

ヘ

ケ

ン

ナ
ン

て
、

理

な
く

し

て
、

し

か
も
貧

る
心

深

し
。

か

〉
る
輩

は
、

瞼

難

を
経

る
、

是

を

浮

世

の
修

行

と
覚

へ
た

る
也

。

さ

れ
ば

、

驕

慢
奢

傲

の
心

の
み
盛

ん

に
し

て
、

果

は
他

の
よ

し

あ

し
迄

鰯
歩

行

事

を

行

脚

と
覚

え

し

な
ら

ん
。

昔

、
和

及
法

師

の

い
え

る

、
無

徳

の
行

脚

、

ゆ
く

さ
き

湾

＼

に

て
蕉

門

と
号

し
、

翁

を

冥
暗

の

つ
み

に
落

さ

ん
事

、

い
と

口
惜

し
、

我

は
生

涯
行

脚

の
思

ひ
絶

た

り

と

な

ん
。

ま

こ

と

に
尊

き

事
也

。

⑯

往

昔

、

西

行

、
栂

の
尾

へ
参

り

て
、

明

恵

上

人

に
礼

す

る
事

有

り
。

上

人

日

、

西
行

は
世

に
聞

及

び

た

る
殊

勝

の
道

心
者

な

る

よ

し

、

さ

れ

ど
月

花

に
深

く

め

で

〉
、

狂

言

綺

語

の
和

歌

を
好

み
玉

へ
る

は
本

意

な

し
、

と
宣

ひ

け

る
時

に
、

西
行

の
日
、

左

に
は

侍

ら
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ず

、

我

が
歌

は
、

皆
真

言

に

て
候

、

と
申

さ

れ

け

れ
ば

、

上

人

手

を
合

せ

て
誤

り
感

じ

玉

へ
る

よ
し

、

善

き

人

は

い
か

に

か
く

ま

で
有

が

た

き
ぞ

。

⑰

兼

好

法

師

の
歌

に
、

友

な

ら

ぬ
人

の
訪

ひ
来

て
長

居

す

は

ひ

と

り
有

る
よ

り

わ
び

し

か
り

け
り

と
な

ん
。
我

に
等

し

き
風

雅

の
友

な

き

事

を

な
げ

き

玉

へ
り
。

畢

寛

、

も

の

い

へ
ば

む

つ
か

し
、

た

ゴ
ロ
を

閉

て
心

に
雲

外

の
友

を
求

ト
ピ

マ

ハ

め

ん

に

は
し

か

じ
。

言

葉

を

誉

る
人

も

、
殿

る

人

も
、

と
も

に
世

に
駈

ら
ず

。

聞

人
も

ま

た
速

に
去

る

べ
し
。

人

に
悪

を

せ

よ

と

に
も

あ

ら
ず

。

名

を

倉

る
人

の
た

め

に

い
ふ
、

今

の
人

俳

譜

を

流
行

唄

の
や

う

に
覚

へ
た

る

は
、

畢
寛

、
道

徳

に
疎

か
な

る

が
故

也

。

兎

や

角

と

い
ふ
ま

に
、

い

つ
し

か
無

常

の
風

吹

来

り

て
死

な
ざ

ら

む
。

さ

れ
ば

、

死

を

も

つ
て
風

雅

の
終

り

と

い
ふ
時

は

、

死

し

て

の
知

名

も

、

徳

も

、

更

に
益

な

し
。

皆

妄

想

に
し

て
、

跡

か
た

も

な
し

。

此

書

も

、

み
る

人
去

て
後

は
、

紙

屑

籠

に
納

り

て
、
果

は
油

ざ

ら

の

為

に

つ
か
ひ
捨

ら

れ
、

痩

犬

の
あ

ら

そ

ひ
と
成

り

て
速

に
去

る

べ
し

。

、
,
;

畢

コガ

ゲ

し

レカ

文
政
五
の
と
し
菊
月

老
茄
園
謹
写
之
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天
保
六
乙
末
秋
長
月

山
崎
吾
友
雅
公

の
も
と
め

に
よ
り
て
不

二
川

の
ほ
と
り
な

る
永

哉
若
水
老
漁
拙

き
竈

を
そ
む
る
時
、
年

六
十
有

二
歳
也

。

右
上
人
伝

、
和
漢
文
操
、

又
、
俳
家
碕
人
談
等

に
出

た
れ
ば
略

之
。



二

「
俳
譜
秘
文
抄
」

の
性
格

浪
化
L
人
述

富

士
文
庫
旧
蔵

の

『
俳
譜
秘
文
抄
』
は
、
小
稿

冒
頭

に
記
し
た
ご

と
く
、
題
簸

に
は
、

「

俳
譜
秘
文
抄
」
と
あ
り
、
右

の
翻
刻

に
見

え
る
通
り
、
本
文
巻
頭

に
は
、
「
俳
譜
秘
文
抄

応

々
山

人
撰
」

(応

々
山
人

は
、
浪
化

の
別
号
)

と
あ
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
浪
化

に
よ

か

つ
し

か

っ
て
著

わ

さ

れ

た
俳

論

書

と
し

て

の
体

裁

を

と

っ
て

い
る
。
そ

し

て
、
巻

末

に
、
ま
ず

、
「文

政

五

の
と

し
菊

月

老

茄

園

謹

写

之

」

と
あ

る

こ
と

か
ら
、

富

士
文

庫

旧

蔵

『俳

譜

秘

文
抄

』

の
原

本

が
、

文

政

五

年

(
一
八

二

三
)

九

月

、

老

茄

園

な

る
俳

人

に
よ

っ
て
写

さ

れ

た
も

の

で
あ

る

こ
と

を
知

る
。

そ

こ
で
老

茄

園

で
あ

る

が

、

「
老

茄

園

」
は
、

当
初

、

素

堂

門

で

『
五
色

墨

』
の
メ

ン

バ

ー

の

一
人

馬
光

の
別

号

で
あ

っ
た
が

、

代

々

ふ

う

受
け
継
が
れ

て
お
り
、
右

の

「
老
茄
園
」
は
、
不
予

の
こ
と

で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
。
錦

江
編

『葛
飾
蕉
門
分
脈
系
図
』

(嘉
永
末
年

成
)

に
は
、

左

の
ご

と
く
記

さ
れ
て

い
る
。

不
干

四
世
老
茄
園

南
蔵
院

武
州
岩
槻
領
内
牧
村

に
住

し
、
修
現
た
り
。
文
化
十

二
年
亥

三
月
法
券

に
す

、
み
、
老

茄
園
を
う
く
。

し

か
し
て
、
不
干

の
写
し
た

『俳

譜
秘
文
抄
』

か
ら
、

こ
れ
も
右
翻
刻

の
巻
末

に
見
え
る
通
り
、
天
保
六
年

(
一
八
三
五
)
九
月
、

不

二
川

(富

士
川
)
の
俳
人
、
「
永
哉
若
水
老
漁
」

(読

み
は
、
田
中
善

信
氏

の
御
教
示

に
よ

る
)

に
よ

っ
て
転
写

さ
れ
た
も
の
が
、
富

士
文
庫
旧
蔵

の

『俳
譜
秘
文
抄
』
と

い
う
わ
け
で
あ

る
。
「
永
哉
若
水
老
漁
」
に

つ
い
て
は
、
明
ら

か
に
し
得

な

い
。
富

士
文
庫

旧
蔵

『俳

譜
秘
文
抄
』

に

つ
い
て
知
り
得

る
こ
と
は
、

こ
れ
だ
け

で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、

こ
の

『俳
譜
秘
文
抄
』
、
部
分
的

に
多
少

の
字
句

の
異
同
が
あ
る
も

の
の
、
文
政
十

二
年

(
一
八
二
九
)

の
序

の
あ

る
、
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こ
れ
も
浪
化

の
著
作

と
さ
れ

て
い
る
板
本

(橘
屋
治
兵
衛
梓
)

『
俳
譜
正
語
抄
』
と
同

一
の
内
容

で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
し

か
も
、
板
本

『俳
譜
正
語
抄
』

の
序
蹟

は
、

そ
の
伝
来

の

い
き
さ

つ
、
そ

の
他

に
つ
い
て
語

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

そ
こ
で
、
ま
ず

、

『俳
諾
正
語
抄
』
の
校
訂
者

で
あ

る

「
羽
鶴

岡
」
の
俳

人
泉
響
園
琴
而

の
序
文
よ
り
必
要
箇
所
を
東
京
大
学
洒
竹
文

庫

本

に
よ

っ
て
摘
記

し
て
み
る
。

こ
の
場
合

も
、
右
翻
刻
と
同

様
、
筆
者

に
よ

っ
て
、
句
読
点

、
濁
点
等

を
補
う

こ
と

に
す

る
。

此

一
巻

は
、
羽
黒
呂
丸

の
家

に
伝

へ
て
、
年
久
し
く
煤
び

て
、
虫

の
す

み
か
と
な
れ
る
を
、
赤
谷

の
湖
山
、
取
出

き
た
り

て
、
予

が
若
き
頃
、
父
な
る
荷
暁

に
見

せ
け

る
。
く
り
返
し
見

て
日
、

こ
は
、
越
中

の
国

に
人
も
名
も
高
き
浪
化
公

の
漫
筆

に
し

て
、
祖

翁

の
正
語
を
挙

て
、
専
正
風
体

の
意

を
示
さ
れ
た
る
に
て
、
此
道

の
規
範

と
云

べ
し
。

続
け

て

「
男
文
成
」

(琴
而

の
息

と

い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
)

の
践
文
を
も
、

同
様

に
摘
記
し

て
み
る
。

応

々
山
人
、
仏
学

の
い
と
ま
、
傍
、
蕉
門

の
俳
譜

に
遊
び

、
其
世

の
俳
譜

に
志
せ

る
輩

も
、

と
も

す
れ
ば
、
其
本
を
失

ひ
、
其
末

に
は
し

る
を
、
な
げ

き
て
、
此
撰
あ
り
け
ら
し
。

さ
れ
ば
、
思
無
邪

の
正
語

に
よ
り
卵
有
毛

の
曲
説
を

い
と
ひ
、

ひ
た
す
ら
祖
翁

の
教

に
も
と
づ
き
、
末

の
乱
ざ
ら
ん

こ
と
を
慮

る
な

る

べ
し
。
見
る
人
よ
く
本
末

に
ご

〉
ろ
を
と

ゴ
め
て
、
岐

に
ま
ど
は
ず
ば
、

則
、
山
人

の
此
道

に
功
あ
る
を
、
誰

か
仰
が
ざ
ら
め
や
。

琴

而

の
序
文

に
よ

っ
て

『俳
譜
正
語
抄
』

の
伝
来

の
経
緯

を
、
文
成

の
践
文

に
よ

っ
て
、
浪
化

が

一
書

に
意
図
し
た
で
あ

ろ
う
と

こ

ろ

の
も
の
を
知
り
得

る

の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、

『俳
譜
正
語
抄

』
は
、

こ
れ
も
芭
蕉

の
弟
子

の

一
人
、

元
禄

六
年

(
一
六
九
三
)
に
没

う

が
ん

し

て

い
る
、
俳
論
書

『聞
書
七
日
草
』

の
著
者

(と
さ
れ
て

い
る
)
図
司
呂
丸

の
家

に
伝

わ

っ
て

い
た
も

の
で
あ

る
と

い
う

の
で
あ
る
。

た
だ
、
浪
化

の
芭
蕉
入
門
を
通
説

の
ご

と
く
元
禄
七
年

(
一
六
九
四
)

と
す
る
と
、

こ

の
伝
来
説

に
は
、
た
ち
ま
ち
に
し

て
矛
盾

が
生

じ

て
く
る
。

一
方
、
文

成

の
践
文

に
見
え

る
と
こ
ろ

の
、
浪
化

が
仏
学

(仏
道
修
行
)

の
合
間

に

『俳
譜

正
語
抄
』

を
著

わ
し
た
で
あ

ろ
う

と
の
推
測
は
、
浪
化

が
越
中
井
波

の
瑞
泉
寺
十

一
代
住
職

で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
首
肯

し
得

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
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な
お
・
序

文
中

に
見
え
る
琴
而

の
父
羽
州
鶴

岡

の
俳

人
荷
暁

は
、
享
和
三
年

(
一
八
〇

三
)

に
没
し

て

い
る
の
で

(平
林
鳳

二

.
大

西

一
外
著

『
新
選
俳
譜
年
表
』
参

照
)
、
荷
暁
が
呂
丸
家
伝
来

の

『俳
譜
正
語
抄
』
を
披

見
し
た

の
は
、
当
然
、
そ
れ
以
前

の
こ
と
と

い

う

こ
と

に
な
る
。

ち
な
み
に

『
俳
譜
正
語
抄
』
、
荷
暁

の
二
十

七
回
忌
追

善

の
出
版

で
あ
る
。

懲

検
討
す

る
に
・
『
俳
譜
秘
文
抄
』

(写
本

は
な

お
数
本
伝

わ
る
よ
・つ
で
あ

り
、
そ
れ
ら

の
検
討

は
、
今
後

の
課
題

と
し
た

い
)
、
あ

る

い
は

扉

譜
正
語
抄
』
と
呼
ば

れ
る
、

そ
し
て
浪
化

の
著
作

と
さ
れ
る
俳
論
書

は
、
時

を
ほ
ぼ
同

じ
く

し
て
、
出

羽
地
方
と
、
葛
飾

地
方

に
伝
来

し
て

い
た
こ
と
を
知

る
の
で
あ
る
。

本
書

が
浪
化

の
著
作

に
よ
る
も

の
で
あ
る

か

い
な

か

の
即
断

は
避

け
た

い
が

(後
述

す
ゑ

.、
と
く
、

む
し
ろ
偽

書

の
可
能
性

が
強

い
)
・
江
戸

後
期

に
お
け
る

一
つ
の
芭
蕉
俳
論
享
受

の
様
相

を
窺
う

に
は
、
す

こ
ぶ
る
興
味

深

い

禾

で
あ

る
こ
と
は
間
也遅
い
な

い
.
以

下
、
先
行
諸

俳
論
書

に
目
配
り
し

つ
つ
、
内
容

の
検
討

を
試

み
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

な
お
、

『俳

譜
秘
文
抄
』
と
板
本

『
俳
譜
正
語
抄
』
と

の
本
文

の
異
同

で
あ
る
が
、

『俳
譜
正
語
抄
』
の
不
明

の
箇
所

が
、

『俳
譜
秘
文

抄
』
に
よ

っ
て
明
ら

か
と
な
る
場
合
が
少
な
く
な

い
こ
と
を
指
摘
し

て
お
く
.
ま
た
、
浪
化

の
俳
強

日
と
し
て
確
実

視
さ
れ
て

い
ゑ

随

門

記

』

と

の
内

容

上

の
直

接

的

か

か
わ

り

が

な

い
こ

と

も
、

こ

こ

で
断

っ
て
お

く
。

三

『俳
譜
秘
文
抄
』
の
素
性
と
他
の
蕉
門
俳
論
書

い
よ

い
よ
内

容

の
検

討

に
入

る

こ
と

に
す

る
が

、

ま
ず

、

『
俳

譜
秘

文

抄

』
と
他

の
蕉
門

俳

論

書

と

の

か

か
わ

り
を

探

っ
て

み
る

こ

と

か
ら

は
じ

め

た

い
。

が
・

明
・確

な

影

響
関

係

は
、

ほ

と

ん
ど

見

る

こ
と

が

で

き

な

い
。

と

い
う

こ
と

は
、

『俳

諮

秘

文

抄

』
が

、

そ

の
内

容

の
質

的

問

題

は
し
ば

ら

く
措

く

と

し

て
、

と

も

か

く
俳

論

と

し

て

の
独

自

性

を
示

し

て

い
る

と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う
。

浪化伝書 『俳譜秘文抄』考19(184)



蛙

、
先
行
俳
論
書

と
し
て
参
照
し
な

、
と
が
肇

で
あ

る
の
は
、
支
考

の
元
禄

五
年

三

ハ
九

二
)
刊

慧

の
松

原
』

で
あ
る
・

私
が

『俳
譜
秘
文
抄
』

に
任
意

に
付

し
た
通
し
番
号
⑯

の
、

翁
、

百

嗜
焉
と
し
て
柱

に
筒

て
日
、
風
雅

は
た
と

へ
ば
、
浮

力

べ
る
雲

の
如

し
。
風

に
臨

み
三

回
は
阜
狗
と
な
り
・

高

は

白
衣

と
成

て
、

共

に

そ

の
止

ル
所

を
知

ら
ず

、

と
。

の
部

分

は
、

『葛

の
松

原

』

の
本
文

冒
頭

に
、

ヲ

キ
ナ

ト
ウ

ヱ

ン
ト

シ
テ

芭

蕉
庵

の
聖

、

一
日
塔
-

焉

う

れ

ふ
。

日
、

風

雅

の
世

に
行

は
れ

た

る
、

た

と

へ
ば

片

雲

の
風

に
臨

め

る
が
ご

と

し
。

一

回

は

ク
ロ
キ
イ
ン

　

自

狗
と
な
り
、

r

回
は
裏

と
な

つ
て
、
共

に
と

ゴ
ま
れ

る
処

を
し
ら
ず
。
か
な
ら
ず
中
間

の

鍾

あ
る

べ
し
・
と
て
春

を
武

江

の
北

に
閉
給

へ
ば
、
雨
静

に
し

て
鳩

の
声

ふ
か
く
、
風

や
は
ら

か
に
し
て
花

の
落

る
事

お
そ
し
。

と
記
さ
れ
て

い
る
も

の
を
ア

レ
ン
ジ

し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、

競

明
ら

か
で
あ

ろ
う
。

『葛

の
松

原
』
は
以
下
〈
古
池
や
蛙
飛

こ
む

水

の
を
と
〉

の

エ
ビ

了

ド

の
紹
介

へ
と
移
る
が
、

『俳

譜
秘

文
抄
』
は
、
右

の

瀟

を
解
簸

術
し

て

い
る
・
今
・

そ
の
内
容

に
立

ち

入

っ
て
注

し
、

検

討

す

蚤

」
と

は

し

な

い
が
、

こ

.」
で

つ

い
で

に
、

そ

の
解

説

敷

術

の
文

章
中

に
引

用

さ

れ

て

い
る
許

六
・

其

角

・

北

枝

の
辞
世

の
作

品

に

つ
い
て
検
討
を
加
え

て
お
く
。
三
作
品

が
こ

の
よ
う

に

一
つ
に
論

じ
ら
れ
て

い
る
例

は
・
管
見

の
範
囲

で
は
な

い
。

そ

こ
で
、

一
つ

一
つ
に

つ
い
て
典
拠

を
指
摘

し

て
お
く
。
第

一
番
目

の
許

六

の
辞
世

の
狂
歌
・

下
手
ば

か
り
死

る
も

の
ぞ
と
思

ひ
し

に
上
手
も
し
ね
ば
糞

上
手

な
り

で
あ

る
が
、
ツ、
れ
は
、
許
六

が
没
し
た
正
徳

五
年

(
一
七

一
五
)

に
刊
行

さ
れ

て
い
る
俳
論
書

屋

代

滑
稽
伝
』
中

の
巻
末

に
次

の
ご

と
く
掲

げ

ら

れ

て

い
る
も

の

に
よ

っ
た

も

の
で
あ

ろ
う
。

辞
世

ニ

ス

ノ

一
ー

時

打
i

破

尿
ー
糞

壺
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タ

ル

ス

ニ

券
1

々

臭
-
気

供

梵
天

下
手
ば

か
り
死
ぬ
る
事
ぞ

と
お
も

ひ
し

に

上
手
も
死
ね
ば

く
そ
上
手

な
り

菊

阿
仏
末
期
書

「
菊
阿
仏
」
は
・
許

六

の
別
号

で
あ

る
.
狂
歌

の
前
書
は
、
尿
糞
壼

を
打

ち
破

っ
て
、
そ

の
臭
気

を
梵
天

に
供
・え
る
と
の
立.心.
第

二

番

目

の
其
角

の
辞
世

の
句
、

う
ぐ

ひ
す

の
暁
寒

し
き
り
ぐ

す

は
・
措
辞

の
共
通
性
等

に
皆

す
れ
ば
、

恐

2

、
宝
永

四
年

(
毛

〇
七
)
刊

の
支
考
籟

南
無
俳
譜
』

に
よ

っ
た
も

の
で
あ
う

つ
.

『
南
無

俳

階

』
中

の
俳

論

「
俳

諮

未

来

経

」

の
部

分

に
次

の
ご

と
く

記

さ

れ

て

い
る

。

其

角

は

(中

略

)

こ
と

し

き

さ

ら
ぎ

の
末

に
身

ま

か
り

侍

り

し

が

、

辞
世

に

鴬

の
暁

ち

か

し

き

り
酒

＼

す

さ

れ
ば

最

後

の
あ

り

さ

ま

に
て

人

の
善

悪

は

さ
だ

む

べ
し

と

い
ふ

は
、

此

辞

世

に
て
よ

く

知

り

ぬ
。

誠

に
蕉

門

の
山、同
弟

に
し

て
、

天
下

の
舌
頭

を
坐
断
す

と

い
ふ

べ
し
.

一
句

に

一
生

の
変
化
を

つ
く

し
、

筍

暮

秋

の
栄
枯
を
あ
ら
は
し
、

一
句

に
明
暮

の
存

命

を

か
な

し

む
。

『
俳
譜
秘
文
抄
』
が
二

句
を
評
し

て

置

に
春
秋

の
栄
枯

に

一
生

の
速
な
る
事

を
知

ル
L

と
述

べ
て

い
る
が
、
右

に
引

い
た

『南

無

俳

譜

』

の

一
節

中

の

コ

句

に
春

秋

の
栄

枯

を

あ

ら
は

し
L

と

の
符

合

は
明

ら

か

で
あ

ろ
・つ
.

ち

な

み

に
、
其

角

の
没

年

は
、
宝

、水

四
年

(
毛

〇
七
)
で
あ
る
・

こ
の
辺

に
、
先

の
許

六
の
没
年
と
と
も

に
、
『
俳
譜
秘
文
抄
』
の
素
性
が
明

ら
か
と
な

っ
て
く
る
の
で
あ

る
が

、

な

お
、
第

三
番

目

の
北

枝

の
辞

世

の
句

、
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書

て
み
た
り
消
し
た
り
果

は
嬰

子
の
華

と
、
先
行
俳
童
日
の
関
係
を
見

て
し
ま

っ
て
お
く
.」
と

に
す

る
.
北
枝

の
没

し
た
享
保

三
年

二

七

天

)

に
刊
行
さ
れ

三

る
北
枝
追

善
集
、
覇
充
編

『
け
し

の
花
』

に
左

の
ご

と
く
見

え
る
。

趙
士
や

ま
ひ
に
臥
事
日
あ
ら
ず

し

て
云
、
五
口
消
息

旦
暮

に
せ
ま
れ
り
。

ね
が
は
く
は
古
翁

の
忌
日

に
終
を

と
ら
ん
と
・
は
た
し
て

五
月
十

二
日
た

ゴ
ち

に
揮
毫

}
句

を
残

す
。

書

て
見

た
り
け
し
た
り
果

は
け
し
の
花

是
を
手
つ

か
ら
予

に
あ
た

へ
て
、
永
く
詠
吟

の
唇

を
閉
。

「
趙
圭

は
、
趙
翠
ム
ロ
と
も
口写
し
た
北
枝
を
指
す
。

『俳
譜
秘
文
抄
』

の
記
述

は
、
右

の

一
節
を
参
照

し
て
の
も

の
で
あ

ろ
う
・

そ

.、
で
、

い
よ

い
よ
、
右

の
蕉
門
三
俳
人
許

六
、
其
角

、
北
枝

の
辞
世

の
作
品

の
記
述

を
通
し
て
窺

え
る

扉

譜
秘
文
抄
』

の
素
性

で
あ

る
。

『俳
譜
秘
文
抄
』
、
あ
る

い
は

『俳

譜
正
語
抄
』

の
作
者

と
さ
れ
て

い
る
浪
化

の
没
年

は
元
禄
+
六
年

(
一
七
〇

三
)
で
あ

る
・
享
年

三
+

三
歳
。

そ
し

て
、
右

に
記
し
て

お
い
た
よ
・つ
に
、
許
六

の
没
年

は
正
徳

五
年

(
;

一
五
)
、
其
角

の
没
年

は
宝
永

四
年

(
一
七
〇

七
)
、
北
枝

の
没
年

は
享
保

三
年

(
{

八
)
で
あ
る
。

も
う
、
お
わ
か
り

い
た
だ
け
た

こ
と
と
思

う
が
・
少
な
く
と
も
・
通
し
番
号

⑯

の

『葛

の
松
原
』
を
参
照

し
て
の
記
述

と
思
わ
れ

る
箇

所

に
響

部
分

は
、

『
俳
譜
秘
文
抄
』
の
著
護

化

の
没
後

の
記
述

で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か

で
あ

る
.

.」
の
箇
所

の
み
の
記
述
を
も

っ
て
、

『俳
譜
秘

文
抄
』
を
讐

と
即
断

す
る

こ
と
は
早
計

に
過

ぎ
る

か
も
し
れ
な

い
が
、
他

に
、
例

え
ば
、
通
し
番

口写
⑳

の

エ
ビ
¥

ド
が

「
昔
、
翁
、
肥
後

の
山
中
を

こ
え
玉
ふ
時

五
々
」
と
書
き
始
め
ら
れ
る
時

(
『俳

譜
秘
文
抄
』

は
、

「
肥
後
」
は

「
越

後
」

の
誤

り

で
あ

ろ
う

と
疑

っ
て

い
る
が
、
板
本

扉

譜

正
語
抄
』

は
・
「
肥
後

」

で
通

し

て

い

る
)
、
そ

の
疑
念

は
、
ま

す

ま

す
強

い
も

の
と

な

る

の

で
あ

る
.
周

知

の
避
」
芝

、
芭

蕉

は
、
生

前

、
九

州

、
四

国

へ
足

を

踏

み
入

れ

る

(181)22国際経 営論集No.21991



こ
と

は

な

か

っ
た

の
で
あ

る
・

そ

れ

に
し

て

も
、

一
部

の
記

述

を

も

っ
て
、

全
体

の
真

偽

を

云

々
す

る

フ」
と

は
、

な

お
早

計

の
感

免

れ

な

い
こ

と
を

承

知

で
・
結

論

め

い
た

こ

と
を

述

べ
る

な

ら
ば

、

『俳

譜
秘

文

抄
』
、

あ

る

い
は

『俳

譜

正

語

抄

』

は

、
浪

化

仮

託

の
偽

童
田

と
し
て

の
織

の
す
こ
ぶ
る
濃

い
俳
論
書

で
あ

る
と
一夏

そ
う

で
あ

る
。
し

か
し
、

た
と
え
偽
書

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
芭
蕉
俳
論
享

受

史

の
視

点

よ

り

眺

め

る
時

に
、

す

こ

ぶ

る
興
味

深

い
資

料

で
あ

る

ッ」
と

は
間

違

い
な

い
と

.
」
ろ

で
あ

る
。

*

の

　

　

の

　

　

　

こ
こ
で
・

『
俳
譜
正
語
抄
』

の
序

で
・
墨

日園
琴
而
が

「越

中

の
国

に
人
も
名
も
高

き
浪

化
公

の
漫
筆

に
し

て
、
祖
翁

の
正
語

を
挙

で

も
輯
.
正

風
体

の
意
を
示

さ
れ
た
る

に
て
、
皆

の
規
範

と
云

べ
し
.
」
と
述

べ
て

い
る
と
.
、
ろ
の

積

翁

の
正
語
L
、

す
な

わ
ち

『俳

譜
秘
文
抄

』
が
引
用
す

る
と

こ
ろ
の
芭
蕉

の
遺
語

に
逐
次
注
目
し
、
検
討

を
加

え
て
み
る
.」
と
に
し
た

い
。

ま
ず

・

通

し
番

号

②

に
・

「
道
徳

に
志

の
な

き
を

歎

て
、

翁

も
、

俳

譜

に
吏

な

し

、

と

は
申

さ

れ

き
。
」
と

見

え

る
.

ち

な

み

に

扉

諮

正
語

抄

』

で

の
糞

は
・

「
道

徳

に
志

の
人

な

き

を
憂

ひ

て
、

翁

も

、

俳

譜

に
吏

な

し

と

は
歎

き

た

ま

へ
り
.
」

と

な

っ
て

お
り

、

少

し
く
異
同
が
あ
る
・

そ
れ
は
と
も

か
く
、
扉

諸

に
古

人
な

し
L
と

の
芭
蕉

の
遺
語

は
、
蕉
門
俳
論
圭
臼
関
係

に
多

出
す

る
。
は
や
く

は
・
元
禄
七
年

(
一
六
九
四
)
三
月

の
不
玉
宛
秦

論
書

を
は
じ
め
と
し
て
、
北
枝

の

『山
中
問
答
』
、
支
考

の

『
葛

の
松
厘

『
二
+

五
箇
条
』

『続
五
論
』
・
土
芳

の

『
三
冊

子
奪

で
あ

る
.
惟
然
も
、
俳
藻

集

『初
蝉
』

(風
国
編
、
元
禄
九
年
刊
)
序

呈

.
き
留
め
て

い
る
・

前

後

の
措

辞

と

の

か
か

わ

り

か
皇

一・
え
ば

、
支

考

の

『葛

の
松

原

』

中

の

扉

譜

に
古

人

な

し

と

い
・つ
ブ」
と
を

、
ば

せ

を
庵

の

睾

つ
ね

に
な
げ

き
申
さ

れ
し

か
・
L

に
近

い
が

(特

に

『俳
譜
正
語
抄
』

は
)
、

「道
徳

に
志

の
な
き
人
姦

て
」

「道
徳

に
志

の
人
な

き
を
響

て
」

の
部
分

は
・

『
俳
譜
秘
文
抄
』
、
あ

る

い
は

『俳
詣
正
語
抄
』

の
解
釈
、

す
な

わ
ち
、
奎

日
の
執
箸

と
さ
れ
て

い
る
浪

浪化伝書 『俳譜秘文抄』考23(180)



化

の
解

釈
と

い
.つ
.」
と
に
な

る
。
芭
蕉

の
遺
語

の

;

の
解
釈

の
さ
れ
方

と
し

て
、

す
な
わ
ち
、
芭
蕉
俳
論
享

受

の

棲

相

と
し

て
・

②
全
体

の
文
章

の
中

で
見
る
時
、

こ
れ
は
こ
れ

で
、
興
味

深

い
も
の
が
あ

る
。

通

し

番
号

⑰

に
は
、

「
翁

或

時

、
其

角

を

誠

て

口
、

人

の
短

を

い
ふ

こ

と
な

か
れ

、
己

が
長

を

説

く
事

な

か

れ

と
し

て
、
も

の

い

へ

ば
唇
芒

秋

の
風
、
角

、
此
句

を
得

て
よ
り

歪

他

の
是
非

を
言
ず

と
な
り
。
」
と

の

エ
ビ
¥

ド
、
な
ら
び

に
芭
蕉
遺
語

(遺
句

)
が

見

え
る

(扉

譜
正
語
抄
』
も
概

ね
同

じ
)
。
⑰

の
読
み
方

に
も

よ
ろ
う
が
、
天

の
短
を

い
ふ
こ
と
な
か
れ
、
己
が
長
を
説

く
事
な
か
れ
L

は
誉

p
・つ
ま
で
も
守

、
芭
蕉
の
言
葉
で
は
守

、
『文
選

中
の
崔
瑳
の

屋

右
銘
L
に
あ
る

「無

道
.
パ

之
短
ヲ
・
無

説
ク
引
之

ふ

み
く

に

レ

　
　

　

レ

ニ

長

一
」

に
拠

っ
て
い
る
。
史
邦
編
、
元
禄

九
年

(
一
六
九
六
)
刊

『
芭
蕉
庵
小
文
庫
』

は
、
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
前
書

と
し

て
、

座
右
之
銘

人

の
短

を

い
ふ
事

な
か
れ

己
が
長

を
と
く
事
な

か
れ

物

い

へ
ば
唇
寒
し
秋

の
風

の
形

で
載
せ

て
い
る
。

ま
た
、
支
考
編
、
享
保
+

二
年

(
一
七

二
七
)
刊

の

『
和
漢
文
操
』
巻
之
三

蘭

・
の
聯
L

は
・

筍

に
か
か

わ

っ

て

、

国際経営論集No.21991 (179}24

此
発
句

の
は
じ
め
は
、
鷹

紙

の
三
半
な

る
物

に
虫
日
て
、
芭
蕉
庵

の
柱

か
く
し
な

る
を
、
洛

の
去
来
子
が
物
数
奇
よ

り
・
落
柿
舎

の
聯

(筆
者
注

.
竪
長

の
板

に
書

て
柱

に
掛

る
も

の
)

と
な
せ
る
よ
し
。
祖

翁
の

存

物

と

い
ひ
て
、
其
類

は
世

に
ま
れ
な

る

べ

し

。

と

の

エ
ピ

ソ

ー

ド

を
伝

え

て

い
る
。

が

、

こ

の
範

囲

で

は
、

⑰

の
芭

蕉
遺

語

(遺

句

)

に
か

か
わ

っ
て
、

其
角

の
名

は
浮

上

し

て
こ
な

 い
。

ζ

、
う
が
、
大
嚢

雄
氏
架
蔵

の
好
間
堂
編

の
俳
譜
作

法
書

『
中
秘
抄
』
に
は
、
喜

子
に
教

の
句

に
L
と

の
前
書
が
あ

る
由

(乾



裕

幸

・
櫻
井
武
次
郎

.
永
野
編

琶

墓

句
集

』
桜
軽

、
昭
和
五
⊥

年
三
月
刊
、
参
照

)
.
そ
れ
と
は
別
種

に
、

こ
の
句
文

(遺

語

.
遺

句

)

が

其
角

(晋

子

)

が

ら

み

で
伝

・尺
ら

れ

て

い
る
資

料

と
し

て
、

注

目

し

て

お

い
て

よ

い
か
も

し

れ

な

い
。

次

に
・
通

し
番
号
⑳

の

「俳

譜
は
・
強

て
・
に
斗

り
唱

ふ
る
も

の
に
非
ず
.

心
を
委

此
道

に
達

し
て
、
日菲

変
化
自
在

な
ら
ば

、

石

の
俳

あ

ら
ず

共
・

我

が

高

弟

也

、

と
翁

は

の
玉

ひ
し
也

.
」
を
検

討

し

て

み

る
.

『俳

譜

正

語

抄

』
に
は
、

「
俳

譜

は
、

あ

な

が

ち

に

。
に
斗
唱
ふ
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
・
心
よ
混

道
に
芒

、
今
募

た
憶

露

宅

、
.疋
非
変
化
自
在
な
ら
ば
、

石

の
俳
あ
ら
ず

と
も
・
我
高
弟

と
翁

は
の
た
ま

分

.
」
と
あ

る
.
こ
の
遺
語

と
同
じ
も

の
は
、
管
見

の
範

囲

で
讃

嘔

か
ら
な

ゆ
う曝

、
土
芳

の
『
に

冊
子
』
中

の

「
は

い
か

い
は
な
毛

も
磐

し
.

た

笹

情

に
和

芋

、
人
情
通
ぜ
ざ

れ
ば

人

不

調
.

ま
し

て
宜

友
な
く
て
は
な
り

カ

た

し
・
」
や

・
北

枝

の

『山

中

問

篭

中

の

「
け

ふ

の
変

化

を
自

在

に

し
、

世

上

に
和

し
、

人

情

に
達

す

べ
し
.
」
、

そ

し

て
、

支
考

の

『続

五
論
』
中

の

「
籍

は
な
く

て
も
あ
り

ぬ
べ
し
.

た

笹

情

に
和

せ
ず
、

人
情

に
達
せ
ざ

る
人

は
、

目疋
を
無
風
雅
第

の
人

と

い
ふ

べ

し
。
」
等

の
遺
語

と
、
論
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

通
し
番
号
⑳

に
は
・
其
角

(晋
子
)
句

く
足
あ

ぶ
る
亭
主

に
問

へ
ば
新
酒
哉
v

を
評
し

て
の

「汝
が
風
雅
も
魂

を
得

た
り
.
」
、
許

六

句

く
+
団

子
も
小
粒

に
成

り
ぬ
秋

の
風
v
を
評

し
て

の

「
既

に
俳
詣

の
骨
髄

を
得

た
り
.
」

と

の
二

つ
の
芭
蕉
遺

語
が
早

え
る
.
其
角

句
・
〈
足
あ

ぶ
る
亭
主

に
き
け
ば
新
酒
哉
v

の
句
形
も
伝
わ

る
が

(
『句

兄
弟
』
等
)
、

『俳
魑

文
抄
』

の
句
形

は
、

『
五
元
集
』

の
も

の
で
あ

る
・
前
書
は

野

店
無
肴
核
」
・
が
、
「
汝

が
風
雅
も
魂
を
得
た
り
.
」
の
芭
蕉
遺
語

を
伝

・え
る
俳
論
室
臼
は
、
早

の
と

こ
ろ
見
出

だ
し
得

な

い
・
私

は
・
先

に
・
通
し
番
号
⑯

の
条

の
検
討
を
通
し

て
、

『俳
韓

文
抄
』
、
あ

る

い
は
、

『俳
譜
正
語
抄
』
が
、
浪
化

の
著

作
で
あ

る

こ
と
を
疑

っ
た
が
・

か
か
る
独
自

の
芭

蕉
遺
語

を
採
取

し
て

い
る
妻

を
、

ど

の
よ
・つ
に
解

し
た
、b
い
い
の
で
あ
ろ
.つ
か
.

や
は
り
・

『俳
譜
秘
文
抄
』
あ
る

い
は

『
俳
譜
正
語
抄
』
の
原
点

に
、
核

と
な

っ
た
ζ

、
ろ
の
浪
化
系
伝
圭
日
の
存
在

を
想
定

し
て
も
よ

い

の
で
あ
ろ
う
か
・
あ

る
い
は
・

ま

っ
を

根
拠
な
-
捏
造

さ
れ
た
遺
語
な

の
で
あ
ろ
う
か
.
其
角
句
評
と
と
も
に
掲
出
さ
れ
て

い
る
許

25(178)浪 化伝書 『俳諸秘文抄』考



六
句
〈
+
団
子
も
小
粒

に
成
り

ぬ
秋

の
風
〉

の
句
評

と
し
て
の
芭
蕉
遺
語

厩

に
俳
諸

の
骨
髄

を
得

た
り
・
L
の
方

は
・
例

え
ば
・
許
六

自
身

に
よ

っ
垂

国
か
れ
た

『本
朝
文
選
』
中

の

「直
指

ノ
伝
」
に

「汝

い
つ
れ

霧

.に
よ

っ
て
、
愚
-

老
論

を
昇

届

た
る
や
・
」
を

は
じ

め

と

し

て
、

同

、薔

日
の
記
述

が
諸

書

に
散

見

す

る
だ

け

に
、

そ

の
判

断

に
・

な

お
迷

う

と

こ
ろ

で
あ

る
・

通
し
番
、茜

の

「ム
コ
の
人
、
俳
譜

の
利

・
を
以
、
却

而
邪
智

と
な
し
、
鉦
颪

雅

の
人
を
侮
り
、
他

の
善
悪
を
論
じ

て
人
を
笑

ふ
・
此

故

に
変
化
自
在

の
境

に
至

て
已
後
、
速
我
俳
譜
を
忘
る

べ
し
と
そ
」

も
、
琴

の
人
-
…

忘

る

べ
し
ま

で
と
す
る
か
・
「
変
化
自
在

の

境

に
:
.…
忘
る

べ
し
」

ま
で
と
す

る
か
に
意
暴

分

れ
る

で
あ

ろ
う
が
、
芭
蕉
遺
語

と
見

て
よ

い
で
あ

ろ
う
・
支
考

の
著

作

で
あ
る
元

禄

八
年

(
一
六
九

五
)
刊

『笈

日
記
』

の
元
禄
七
年
十

月

八
日

の
条

の
芭
蕉

の
遺
語
・

は
た
生

死

の
転
変

を
前

に
を
き
な
が
ら
、
ほ

つ
句
す

べ
き
わ
ざ

に
も
あ
ら
ね
ど
、
よ

の
つ
ね
此
道
を
心

に
籠

て
・
年

も
や

華

百

に
過
た
れ
ば
、

い
ね

て
は
朝
雲
暮
姻

の
間
を

か
け
り
、
さ
め

て
は
山
水
鷺

の
声

に
お
ど
ミ

是
を
仏

の
妄
執

と

い
ま
し
め
給

へ
る
、
た

ゴ
ち
は
今

の
身

の
上

に
お
ぽ
、喬

る
也
。
此
管

を

生
募

幕

を
掌

齢

み

奪

か
霞

・

と
、

ど
.」
か
に
通

つ
も

の
が
感
じ
ら

れ
な
老

な

い
が
、
直

戴

に
は
馨

ら
な

い
.

と
な
る
と
・

こ
の
遺
語
も
・
他

に
所
見

は
な
く
・

『
俳
譜
秘
文
抄
』

(
『俳
譜
正
語
抄
』
)
独
自

の
も

の
と
し

て
注
目

し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

慧
語

と
し

て
は
、
も
.つ

;

、
通

し
番
口茜

の
条

に
、
「
死
生
命
有

り
、
篁

昊

に
あ
り
、
人
力

の
及
ぶ
所

に
非
ず
・
さ
れ
ど
妻
子
春

属
持

る
身

は
残

り
て

の
後
悔
を

ふ
芸

ん
と
本
意
な
暑

命
を
求

る
あ
ら
ん
、
我

は
し
か
ら
ず
、
浮
雲
流
水

の
響

・
禦

為

に
命
を

書

ん
や
、
辛

年
来
娑
婆

の
俳
譜

に
遊

ん
で
、
露
命
今

日

に
至

る
、
是
幸

ひ
也
、
我

亙

の
俳
譜

も
・
行
脚
も
・
今

貝

死

の

芙

事
を
能

く
せ
ん
が
為
也
、
我
風
流

に
至
り
、
ム
7
日
よ
り
薬
を
す

て

臨

終
を

ま
も
る
.
」
が
見

え
る

(『
俳
譜
正
語
抄
』

は
・
奄

「
我

風
流

に
至
り
」
の
部
分

が

「
我
風
雅

の
か
ぎ
り

に
至

り
」
と
な

っ
て
お
り
、

こ
ち
ら

の
方

が
文
意
が
握

し
や
す

い
)
・
が
・

アあ

遺
語

は
、
完
全

な

フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
と
巖

し

て
よ

い
で
あ

ろ
う
.
な
ぜ
な
ら
ば
、
芭
蕉

の
臨
終
を
正
確

に
描

い
査

角

の
元
禄

七
年

三

ハ
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九

四
)
刊

『
枯
尾
花
』

に
収

め
ら
れ
て

い
る

琶

蕉
公羽
終
焉

記
L
や
、
先

に
も
引
用
し
た
支
考

の

獲

日
起

に
は
、
右

の
芭
蕉
遺

語

は
見
え
な

い
の
で
あ

る
。

そ
し
て
、
何

よ
り
も
、
右

の
芭
蕉
遺
語
を
採
録

し
て

い
る
浪
化

そ
の
人

は
、
芭
蕉

の
臨
終

に
立
ち
会

っ
て
お

ら
ず
・
浪
化
が
芭
蕉

の
死

(元
禄
七
年
十
月
十

二
日
没
、
享
年
五
十

一
歳
)
を
知

っ
た

の
は
、

一
ヶ
月
以
上
経

っ
て
の
十

一
月
二
十
日

の
こ
と
だ

っ
た

の
で
あ

る

(殿

田
良
作
稿

釈

浪
化
L
、
明
治
書

院

扉

句

講
座

俳

人
評

伝

下
』
昭

和

三
+

四
年

四
月

刊
、
参

照
)
・

た
だ
・
右

の
遺

語
が
・
籟

的

綾

討
し
た
場
合

に
、

フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る

こ
と
は
間
違

い
な

い
と
し

て
、
少
な
く
と
も

『俳

譜
正
語
抄
』
が
板
本

と
し

て
流
布

し
斐

政
+

二
年

(
一
八
二
九
)
以
降
、
俳
人
を
中

心

と
す
る
多
く

の
読
者

に
、
直
弟
子
浪
化

に
よ

っ
て
書

き
留

め
ら

れ
た

芭

蕉

の
遺

語

と

し

て
、

深

い
感
銘

を
与

え

た

で
あ

ろ
う

こ
と

も

+

分

に
考

え

、b
れ

る

こ
と

で
あ

り
、

芭

墓

、護

の
視
点
よ
り
眺
め
れ
ば
、

す
こ
ぶ
る
興
味
深

い
事
象

で
あ

る
。

以
L
・

『俳
譜
秘
文
抄
』

(
扉

譜
正
語
抄
』
)

覧

え
る
芭
蕉
遺
語

に
検
討
を
加
・え
て
き
た
が
、

そ
の
他
、
通
し
番
、万
⑳

(
アと

に
は

遺
語

と
見
倣

し

て

よ

い
言

葉

も

見

え

る

)
、
⑳

、
⑳

等

に
は

、
芭

蕉

の

エ
ピ

ソ

ー
ド

が
詳

し

く

記

さ

れ

て

い
る
。
が
、

こ
れ

ら

の

エ
ピ

ソ

ー

ド

も
・

他

に
所

見

が

な

い
・

逸

話

集

と

し

て
よ

く
知

ら

れ

て

い
る
寛

延

四
年

二

七

五

こ

刊

、

涼
袋

著

『芭

蕉

翁

頭

陀
物

語

』

や
、

天
明
五
年

二

七

八
五
)
刊
、
閲
更
編

扉

蕃

説
』
等

の
類

に
も
掲
載

さ
れ
て

い
な

い
独
自

の

エ
ビ
Y

ド

で
あ
る
.
が
、

7、
れ
ら

の
・

ま
ず

は

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
で
あ

ろ
う

エ
ピ

ソ

ー

ド
も

、

浪

化

の
著

作

と

し

て
伝

播

、

流

布

さ
れ

て

い

っ
た

『俳

譜
秘

文

抄

』
、

あ

る

い

は

『俳
諮
正
語
抄

』

の
中

に
置

か
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、

蔀

の
読
者

に
は
、
癖

性

の
あ
る

エ
ビ

Y

ド
と
し
て
、
芭
蕉
像
難

の

た

め

の

翼

を
担

っ
た

で
あ

ろ
う

こ
と

は
、

想

像

に
難

く

な

い
。

そ

し

て
、

こ

れ
も

ま

た

、
芭

蕉

享

受

史

の

薫

象

と

し

て
注

目

し

て

お

い
て
よ

い
で
あ

ろ

う
。
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28

*

ηd

こ

の
よ

う

に
し

て
、

『俳

譜

秘

文

抄
』

(
『俳

譜

正

語

抄

』
)

と
他

の
蕉

門

俳

論
書

と

の
か

か

わ

り

を
比

較

検
討

し

て

く

る
と

、

そ

こ
に
、

9ー

ゼ

つ
し

て
も
支
考

の
影

が
隠
見

す
る
こ
と
を
否
定

し
得

な

い
の
で
あ
る
.
通
し
糞

⑤

に
見
え

ゑ

始
中
終
L

(「始

終
」
)
な
る
俳
論
用

"

語
も
、
支
考
独
自

の
も

の
で
あ

る
し
、
通

し
番
号
⑲

に
見
え
る

「
風
姿
風
情
」

の
論
も
、
支
考

が
得
意

と
し
た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

そ
こ
で
、
支
考
と
浪
化

の
関
係

を
見

て
み
る
と
、

元
禄
十

四
年

(
{
七
〇

一
)

に
刊
行

さ
れ

て

い
る
俳
譜
撰
集

『
そ
こ
の
花
』

は
・

浪
化

.
万
子

.
支
考

の
共
編

で
あ

る
。
ま
た
、
支
考

は
、
ま
ず
、
浪
化

の
小
祥

忌

(
一
周
忌
)
追

善
集

『霜

の
ひ
か
り
』
を
元
禄
十
六

あ

年

(
一
七
〇

三
)
に
編

ん
で
、

そ

の
巻
頭

に
心
を
込

め
て
の
長
文

の

「
終
焉
記
」
を
載
せ
て

い
る
。

ま
た
、
宝
永

六
年

(
一
七
〇
九
)
の

七
回
忌

に
も
、
再
び

『白
扇
集
』
を
編
ん

で
、
追
慕

し
て

い
る
。
支
考

と
浪
化

の
交
情

は
、
す

こ
ぶ
る
密

で
あ

っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ

　

　

　

う
。
と
す
れ
ば
、
浪
化

の
俳
論

書

『俳
譜
秘
文
抄
』

(
『
俳
譜
正
語
抄
』
)
に
支
考
俳
論

の
影
響

が
見
え
る
こ
と
は
、
少
し
も
不
思
議

で
な

い
の
で
あ

る
が
、
そ
れ

で
は
、
右

に
検
討
し

て
き
た
よ
う

に
、

『
俳
譜
秘
文
抄
』

(『
俳
譜
正
語
抄
』
)
を
浪
化

の
著
作

と
断
定
し

て
よ

い

か
と
な
る
と
、
内
容
上
、
決
定
的

な
矛
盾

を
有

し
て

い
る
の
で
あ

る
。
そ

こ
で
、
視
点
を
変

え

て
、
深
交

の
あ

っ
た
支
考
が
、
浪
化
没

後

に
、

ゴ
ー

ス
ト
ラ
イ
タ
ー
と
な

っ
て
、
浪
化
顕
彰

の
た
め

に
著

わ
し
た

の
で
は
と

い
う
考

え
方

も

で
き
、

一
部

に
・
例

え
ば
・
通
し

　

の

　

番
号
⑳

の

「
昔
、
翁
、
肥
後

の
山
中
を

こ
え
玉
ふ
時
」

の
記
述

や
、
⑭

の

「
俳
譜
猿

み
の
、
炭
俵

の
二
集
を
俳
譜

の
古
今
集
な
り
と
現

　

　

の

の

　

　

　

　

サ

　

し

て
」

の
記
述

の
よ
う

に
、
ゴ

ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
支
考
な
ら
ば
冒
さ
な

い
で
あ
ろ
う

ミ
ス
が
あ
り
、
多
少

の
不
安
が
残

る
も

の
の
・
全

体
的

に
見

れ
ば
、
十
分

に
可
能

で
あ
る
。
支
考

は
、
享

保
十
六
年

(
一
七
三

一
)
、
六
十

七
歳

で
没
し

て
い
る
の
で
・
先

に
検
討
し
た
許

六
、
其
角

、
北
枝

の
没
年

と
も
抵
触

し
な

い
。

た
だ
、
何
箇
所

か
の
ミ
ス
に
こ
だ
わ
る
な
ら
ば
、
支
考

と
浪
化

の
親
密
な
関
係
を
知
悉

国際経営論集No.



し
て

い
た
支
考

の
流

れ
を
汲

む
美
濃
派
系

の
俳
人

に
よ

っ
て
著

わ
さ
れ
た
浪
化
仮

託

の
美
濃
派
系
俳
論
圭
日
、
と
結
論

し
て
お
く

の
が
妥

ヘ

ラ

　

当

な

と

こ

ろ

で
あ

ろ
う

カ

四

『
俳
譜

秘
文
抄
」
を
読
む

最
後

に
・
芭
蕉
俳
論
享
受
史

の
側
面

か
ら

『俳
諮
秘
文
抄
』

(『
俳
譜
正
語
抄
』
)
を
概
観

す
る
と
、
我

々
の
今

日
的
芭
蕉
轟

の
た
め

に
も
有
益

と
思

わ
れ
る
記
述

が
随
所

覧

ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
中

の
い
く

つ
か
を
指
摘

し

て
お
き
た

い
。

ま
ず
、
通
し
番
号
①

の
条

に
見
え

る
、

禅

と
和
歌
を
合
せ

て
、

い
ま
の
正
風
体

の
名

を
得

玉

へ
り
。
故
翁
生
前

の
句

、

お
ほ
く
は
観
相
也
。

で
あ

る
・
①

の
芭

蕉

略

伝

中

に
も
記

さ

れ

て

い
る

よ
う

に
、
芭

蕉

は
、
仏

頂
和

尚

に
禅

を

学

ん

で

お
り
、

ま

た
、
芭
蕎

身

が

、
「
俳

譜

も

さ

す
が

に
和

歌

の

一
体

な

り
」

(『
去

来

抄

』
)
と
述

べ
て

い
る

よ
う

に
和

歌

性

へ
の
目

配

り

も
十

分

に
な

さ

れ

て

い
る

の

で
、

右

の
ご

と
く

「
正
風
体

」

(蕉
風
体

)
の
本
質

に

揮

と
和
歌

L
を
指
摘

す
る

こ
と
は
的
確

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
俳
譜
史

の
流

れ

の
中

で
芭

蕉

を
見
た
場
合

に
も
・
俳
豪

「滑

稽
」

(笑

い
)
を
讐

と
す

る
文
学

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
芭
蕉
俳
階

の
こ
の
よ
。つ
な
要
素
が
、
A
フ

日

に
至

る

ま

で

の
多

く

の
人

々

の
共

感

を

得

る
要

因

と

な

っ
た

で
あ

ろ
・三

と
は

、

不
口
定

で
き

な

い
で
あ

ろ
.つ
。

そ

し

て
、

そ
れ

と

の

か
か
わ
り

に
お

い
て
・
芭
蕉

の
句
が

「
お
ほ
く
は
観
相
也

」

と
の
把
握

も
、
+
分

に
首
止目
し
得

る

の
で
あ
る
.
芭
蕉
句

が
、
我

々
読
者

に
多

く

の
も
の
を
訴
え

か
け
て
く
る
の
も
、
要
は
、

「
観
相
」

の
句

で
あ

る
か
ら

で
あ

ろ
う
。

通
し
番
号
⑧

の
条

に
見
え

る

「
題

の
縦
横
」

へ
の
言
及
も
、
発
句

に
お
け
る

「
縦

の
題
」
「
横

の
題
」
を
簡
潔

に
説
明

し
て

い
る
も

の

と
し
て
貴
重

で
あ
ろ
う
。
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題

の
縦
横

と

い
童

、
縦

は
竪
也
。
廿
臼
よ
り
和
歌

に
用

ひ
来

れ
る
花
鳥
風
月

の
定
り
た
る
を
言

ふ
也
・
横

と
い
ふ
は
麺
棒

・
摺

小

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

木
の
俗
雲

.。
此
故
に
花
鳥
風
月
を
俗
語
に
も
て
な
し
、
疵
を
躰

妻

搾

畜

。
横
は
格
別
に
し
て
・
晒
落
を
存
分
に
任
す

べ
し

と

そ

。

題

の
縦
横
L
に
関

し

て
は
、
其
角

の
俳
鞘

合
筆

句
兄
弟
』

(元
禄

七
年
刊

)
、
許
六

の
俳
論
書

『宇
陀

の
法
魎

(元
禄
+

五
年

刊
)
、
俳
藻

集

百

団
扇
』

(享
保
五
年
刊
)

所
収

の
孟
遠

の
俳
論

「桃

の
杖
奪

に
お

い
て
皇

一笈

さ
れ
て

い
る
が
・
右

の

『俳
講

秘
文
抄
』

の
私
が
付
し
た
傍
点
部

な
ど
、
特

に

一
考

に
価

す
る
で
あ

ろ
う
。

通
し
番
号
⑳

の
条

に
は
、
芭
蕉

の
辞

世
句

と
さ
れ
て

い
る
く
旅

に
寝

て
夢

は
枯

野
を
か
け
廻

る
V

に
対
す
る
別
解

が
提
示
さ
れ
て

い

て
、

.」
れ
は
,」
れ
で
、
芭

蕉
作

・叩
享
受
史

と
し
て
見

る
時

、
興
味

尽
き
な

い
も

の
が
あ

る
。
ち
な
み

に
、

『俳
譜
秘
文
抄
』
の
こ
の
句
形

に
も
注
目
し

て
お
い
て
よ

い
で
あ

う

つ
。
『俳

譜
正
語
抄
』
で
は
、
擾

に
流
布

し

て
い
る
句

形
〈
旅

に
病
ん

で
夢

は
枯

野
を
か
け
廻
る
〉

で
掲
出

さ
れ
て

い
る
。

『俳
譜
秘
文
抄
』
の
〈
旅

に
寝

て
〉

の
句
形

は
、

『猿
錐
本

三
冊
子
』

『竹
人
本
芭
蕉

翁
全
伝
』
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ

る
。
そ

の
解

、

此
句

、
辞
世

の
や
う

に
ぞ
心
得

た
る
人

も
有

よ
し
、

さ
に
は
非

ず
。
人
は
死
す
る
迄
、
父
母

の
恩
愛
を
忘

れ
ざ

る
を
孝
と

い
ふ
べ

し
。
今
、
父
母

の
地

を
離

れ
て
旅

に
終

る
、
何

ぞ
父
母
を
慕

ひ
思

は
ざ

ら
ん
や
。

で
あ

る
。

扉

譜
秘

文
抄
』

(
『俳
譜

正
語
抄
』
)
全
体

が
、

す
こ
ぶ
る

「
道
徳
」
的
色
彩

の
濃

い
記
述

で
あ

る
・」
と
は

一
読
明

ら
か
で
あ

り
、

右

の
解

も

、

そ

の

環

と

し

て

の
も

の

で

は
あ

る
が

、

そ

れ

に
し

て
も
、

こ

の
よ

う

な

独
自

の
世

界

を

石

覧

て

い

る
占
{・

面

白

い
で

は
な

い

か

(そ

し

て
、

従

来

の
解

、

筍

が

辞

世

L

で
あ

る

こ
と
を

重
視

し
過

ぎ

て

い
た

か

も

し

れ
な

い
)
・

『俳
譜
秘
文
抄
』

(
『俳
譜

正
語
抄
』
)
41
、
注
目

す

べ
き
箇
所
は
、
な

お
少

な
く
な

い
が
、
小
稿

の
ま
と
め

の
意
味

も
か
ね

て
・
通
し

番
号
⑫
⑮

の
次

の
二
文

に
注
目

し
て
み
る
。
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⑫
今

の
世

の
人

を
見

る
に
・
俳
諸

を
も
て
却

て
名
利

の
種

と
す
る
事
、
古
翁

の
本
意

に
非
ず
.

か

、
る
人

は
、
終

に
そ

の
大
道
を
知

ら
ず
・
俳

諸
を
芸

の
様

に
藻

え

て
、
上
手
下
手

と
批
判

し
て
、
其

心

の
至

る
と
、

い
た
ら
ざ

る
と
を
知

ら
ず
。
其
名

の
世

に
聞

え
・
人

に
も
敬

れ
て
二

座

の
走

立

ん
事
を
好

み
、
吾
が
門
人

と
呼
び
、
物

に
も
し
る
し
、
巧

言
口
令
色

を
専
ら

と
し
て
、
大
欲

無
道

の
輩
有

。
恐
る

べ
き

の
至
極
也
。

⑮
近
年

は
・
殊

勝
な

る
行
脚

は
み
え
ず
.

た
ま
ー

見

る

に
、
多
く
は
俳
譜

の
か
す

に
酔

ふ
て
、
た

ゴ
放
逸

を
風
雅

の
大
道
と
覚

へ

て
・
理
な
く
し
て
・

し
か
書

る
心
深
し
.

か

・
る
輩

は
、
肇

を
経

る
、
是
を
浮
世

の
修
行

と
覚

へ
た
る
也
.

さ
れ
ば
、
驕
慢

奢
傲

の
心

の
み
盛

ん

に
し
て
、
果

は
他

の
よ
し
あ
し
迄
鰯
歩
行
事
を
行

脚
と
覚

え
し
な
ら
ん
。

こ
の
二
文

に
・
浪
化

に
仮
託
し

て

『俳
諮
秘
文
抄
』

(
『俳
譜

正
語
抄
』
)
を
摯

し
た
薯

の
真
摯

な
姿
勢
を
見
登

、
と
が

で
き
る
で

あ
ろ
う
・

こ
こ
に
述

べ
ら
れ
て

い
る
籍

観
、
あ
る

い
は
行
脚
程

、
芭
蕉

の
俳

諮
観
、
行
脚
観

と
方
向

を

一
に
す
る
も

の
で
あ

る
.

こ
の
よ
う
な
俳
譜
観
・
行
脚
観

を
有

す
る
支
考
系

の
俳
人

で
あ
る
何
者

か
が
、
芭

蕉
俳
論

を
警

、
解
説
せ
ん
と
執
筆
し

た
の
が

『俳

諸
秘
文
抄
』

(『
俳
譜
正
語
抄
』
)
だ

っ
た

わ
け
で
あ

る
.
全
体

に
宗

教
色

(先

に
指
摘

し
た

「
道
徳
」
的
色
彩

を
含

め
て
)
が
強

い
の

は
・
摯

寡

・
越
中
井
波

瑞
泉
寺
±

代
住
駿

化
仮
託

の
書

で
あ

る
こ
と
を
意
識

し
て
、
意
図
的

に
脚
色

し
た
結
果
な

の
か
、
あ

る

い
は
・
禁

者
自
身

の
性
行

に
よ
る
も

の
な

の
か
は
不
明

で
あ

る
。

が
、
私
達

は
、
と
も

か
く
も
、
芭
蕉
俳
論
享
受
史
上
、
す

.」
ぶ

る
興
味

深

い
資
料

を
披
見
し
得

た

の
で
あ

る
。

(平
成

二
年

二

九
九
〇
)
十
月

二
十

二
日
了
)
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*
小
稿
を
成
す
に
あ
た

.
て
富
士
文
庫
旧
蔵

の

『薯

秘
文
抄
』

の
翻
刻
使
用
を
許
可
さ
れ
た
旧
富
士
文
庫

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
・
ま
た
・

扉

譜
正
語
抄
』
は
、
東
京
大
学
洒
竹
文
庫
本
を

マ
イ
ζ

フ
ィ
ル
ム

に
よ

っ
て
使
わ
せ
て

い
た
だ

き
ま
し
た
・

こ
れ
ま
た
・
御
礼
申
し
上
げ

ま

す

。
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